
一
七
二
七
年
の
北
京
会
議
と
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清
朝
の
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
進
出

松

甫、
ぞ

茂

【
要
約
】
　
雍
正
四
年
（
一
七
二
六
）
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
清
と
ロ
シ
ア
は
北
京
で
国
境
交
渉
を
行
な
い
、
モ
ン
ゴ
ル
地
方
と
並
ん
で
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク

条
約
で
先
送
り
さ
れ
た
ウ
ダ
川
地
方
の
帰
属
に
関
し
て
も
、
協
議
を
行
な
っ
た
。
そ
の
際
に
両
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
図
を
交
換
し
て
検
討
す
る
こ
と
に

し
、
ロ
シ
ア
は
清
に
ホ
マ
ン
の
地
図
帳
な
ど
を
提
供
し
た
。
そ
の
中
に
は
巨
大
な
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
が
描
か
れ
て
い
て
、
幻
の
土
地
エ
ゾ
は
そ
の
南
端

に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
清
は
エ
ゾ
問
題
に
関
心
を
も
ち
、
エ
ゾ
の
地
を
探
し
て
沿
海
地
方
や
サ
ハ
リ
ン
北
部
を
調
査
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
サ
ハ
リ
ン
中
部
以
南
に
つ
い
て

は
、
一
度
目
調
査
を
行
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
北
京
会
議
で
は
結
局
ウ
ダ
川
地
方
の
帰
属
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
清
は
エ
ゾ
を
ロ

シ
ア
領
と
す
る
ロ
シ
ア
の
見
郷
に
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
こ
で
会
議
の
終
了
直
後
か
ら
、
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
と
エ
ゾ
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
の
調
査
を
開
始
し
、
同
年
に
は
早
く
も
上
京
し
て
い
た
ア
ム
ー
ル
川
下
流
の
ホ
ジ
ホ
ン
、
ダ
イ
ジ
ュ
を
サ
ハ
リ
ン
中
部
の
東
海
岸
を

派
遣
し
た
。
さ
ら
に
雍
正
七
年
に
は
シ
サ
国
（
日
本
）
と
の
関
係
を
解
明
す
る
た
め
に
、
イ
ラ
ン
ハ
ラ
の
驕
騎
校
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
を
同
地
方
に
送
っ
た
が
、

こ
の
と
き
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
は
、
日
本
本
土
製
の
よ
ろ
い
・
刀
・
漆
器
な
ど
を
も
ち
帰
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
雍
正
十
年
に
は
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
を
再
度
サ
ハ
リ
ン

に
送
り
、
中
・
南
部
の
ア
イ
ヌ
を
始
め
と
す
る
、
全
部
で
醤
四
十
六
戸
の
住
民
を
従
属
さ
せ
た
。
こ
の
結
果
清
の
勢
力
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
南
端
に
達
し
て
、

サ
ハ
リ
ン
の
ほ
ぼ
全
島
が
そ
の
勢
力
下
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
六
巻
二
号
　
二
〇
〇
三
年
三
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
清
朝
が
サ
ハ
リ
ン
に
勢
力
を
伸
張
す
る
の
は
、
康
煕
二
十
九
年
（
一
六
九
〇
）
以
降
で
あ
る
が
、
始
め
そ
の
範
囲
は
北
部
の
平
原
地
域
に
限

ら
れ
て
い
た
。
清
が
中
部
以
南
の
山
岳
地
域
に
進
出
し
て
、
住
民
の
ア
イ
ヌ
を
辺
民
に
組
織
す
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
四
十
年
以
上
た
っ
た
雍
正

十
年
（
一
七
一
一
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
な
っ
て
清
が
、
突
然
中
・
南
部
に
進
出
し
た
こ
と
に
は
、
直
前
に
行
な
わ
れ
た
ロ
シ
ア
と

の
国
境
交
渉
が
、
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
研
究
し
た
論
文
は
、
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
清
と
ロ
シ
ア
両
国
は
、
雍
正
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
北
京
で
国
境
交
渉
を
行
な
い
、
モ
ン
ゴ
ル
地
方
と
と
も
に
、
ネ
ル
チ

ン
ス
ク
条
約
で
先
送
り
さ
れ
た
ウ
ダ
川
地
方
の
帰
属
に
つ
い
て
も
、
協
議
を
行
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
両
国
は
、
と
も
に
北
太
平
洋
周
辺
の
地
理

を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
図
を
交
換
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
ロ
シ
ア
は
、
清
に
ホ
マ
ン
の
地
図

帳
な
ど
を
提
供
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
当
時
世
界
の
地
理
学
界
で
論
争
と
な
っ
て
い
た
幻
の
土
地
エ
ゾ
を
、
発
見
さ
れ
た
ば
か
り
の
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
に
比
定
す
る
記
述
が
あ
り
、
清
は
そ
れ
に
衝
撃
を
受
け
る
。
と
い
う
の
も
溝
は
エ
ゾ
を
自
国
の
領
土
の
　
部
と
考
え
て
お
り
、
康
煕
四
十

八
年
（
～
七
〇
九
）
と
五
十
年
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
レ
ジ
ス
な
ど
を
派
遣
し
て
、
エ
ゾ
を
探
し
て
沿
海
地
方
と
サ
ハ
リ
ン
の
北
部
を
調
査
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
エ
ゾ
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
後
こ
の
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
結
局

北
京
会
議
で
は
ウ
ダ
川
地
方
の
帰
属
は
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
清
は
、
サ
ハ
リ
ン
と
エ
ゾ
と
の
関
係
を
確
か
め
る
こ
と
が
、
緊
急
の
課
題
で

あ
る
と
し
て
、
そ
の
直
後
か
ら
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
の
調
査
に
乗
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
わ
た
し
は
、
初
め
に
両
国
が
北
京
会
議
の
最
中
に
行
な
っ
た
地
図
の
交
換
と
、
そ
の
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、

続
い
て
清
の
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
進
出
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

①
　
拙
稿
コ
七
〇
九
年
イ
エ
ズ
ス
会
士
レ
ジ
ス
の
沿
海
地
方
調
査
」
（
『
史
林
隔
第

　
八
十
四
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
｝
年
）
を
参
照
。
な
お
本
稿
で
は
エ
ゾ
と
い
う
こ
と

ば
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
用
例
に
従
っ
て
、
北
海
道
の
古
称
と
し
て
使
う
。
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サ
ハ
リ
ン
の
地
形
は
、
北
緯
五
十
一
度
を
境
に
南
北
ふ
た
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
北
部
地
域
は
、
な
だ
ら
か
な
平
原
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

中
・
南
部
地
域
は
急
峻
な
山
岳
地
域
で
あ
っ
て
、
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
脈
が
、
縦
に
二
列
島
の
南
端
ま
で
連
な
る
。
そ
の
間
の
低
地
を
、
ト
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

イ
ミ
川
と
ポ
ロ
ナ
イ
（
ホ
ロ
ナ
イ
）
川
が
、
そ
れ
ぞ
れ
北
と
南
に
流
れ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぐ
。
十
八
世
紀
以
前
の
サ
ハ
リ
ン
は
、
先
住
民

の
世
界
で
あ
り
、
北
部
の
沿
岸
部
と
ツ
イ
ミ
川
の
流
域
に
は
ニ
ヴ
フ
が
、
同
じ
く
北
東
部
と
ポ
ロ
ナ
イ
川
の
流
域
に
は
、
ウ
イ
ル
タ
が
居
住
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
い
た
。
一
方
中
・
南
部
の
沿
岸
部
は
、
ア
イ
ヌ
の
領
域
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
清
の
勢
力
が
、
サ
ハ
リ
ン
に
及
ぶ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
と
の
国
境
問
題
で
あ
っ
た
。
最
初
の
出
来
事
は
、
康
煕
二
十
八

年
（
～
六
八
九
）
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
締
結
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
清
は
、
ロ
シ
ア
と
の
間
に
ア
ム
ー
ル
川
左
岸
の
国
境
を
画
定
し
て
、

翌
年
に
は
国
境
と
さ
れ
た
分
水
嶺
の
位
置
を
確
か
め
る
た
め
に
、
九
隊
か
ら
な
る
調
査
隊
を
ア
ム
ー
ル
地
方
に
派
遣
し
た
。
こ
の
う
ち
吉
林
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

都
統
バ
ル
ダ
の
率
い
る
一
隊
は
、
ア
ム
ー
ル
川
を
下
っ
て
サ
ハ
リ
ン
に
入
っ
た
。
『
寧
古
塔
副
脚
半
衙
門
棺
案
』
第
二
九
冊
、
雍
正
十
二
年
正

月
二
十
六
日
の
条
に
よ
る
と
、

　
　
ニ
ン
グ
タ
等
処
（
吉
林
）
副
都
統
バ
ル
ダ
の
上
奏
に
、
「
わ
た
く
し
は
ア
ム
ダ
ン
地
方
に
国
境
の
場
所
を
調
べ
に
い
き
、
海
島
に
住
む
チ
ュ
ウ
ェ
ニ
氏
族

　
　
と
ド
ボ
ノ
ン
ゴ
姓
、
東
海
の
岸
に
い
た
ク
イ
エ
姓
・
オ
ロ
ン
チ
ョ
ン
姓
、
全
部
で
五
十
三
戸
を
従
え
て
、
各
戸
一
枚
ず
つ
五
十
三
枚
の
黎
皮
を
徴
収
し
ま

　
　
し
た
」
と
あ
る
。

と
み
え
る
。
バ
ル
ダ
ら
が
従
え
た
チ
ュ
ウ
ェ
ニ
ら
四
氏
族
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
北
西
部
に
居
住
し
た
集
団
で
あ
る
。
噸
寧
古
塔
副
都
統
衙
門
棺
案
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
よ
る
と
、
チ
ュ
ウ
ェ
ニ
氏
族
は
、
チ
ュ
ウ
ェ
ネ
、
ビ
シ
ケ
、
チ
ュ
チ
ェ
、
チ
ャ
イ
ビ
ン
ガ
の
四
か
所
に
住
ん
で
い
た
が
、
チ
ュ
ウ
ェ
ネ
村
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

サ
ハ
リ
ン
の
北
西
岸
に
あ
っ
た
日
本
名
チ
フ
ナ
イ
川
付
近
の
村
と
み
ら
れ
、
ビ
シ
ケ
村
は
、
チ
フ
ナ
イ
川
の
南
ブ
イ
ス
キ
村
に
あ
て
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

チ
ュ
ウ
ェ
ニ
氏
族
は
、
サ
ハ
リ
ン
北
西
部
を
占
め
た
ニ
ヴ
フ
の
チ
フ
ィ
ヌ
ン
グ
氏
族
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
オ
ロ
ン
チ
ョ
ン
氏
族
は
、
ト
ナ
カ
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サハリン・ウダ川略図

イ
を
放
牧
す
る
ウ
ィ
ル
タ
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。
ド

ボ
ノ
ン
ゴ
に
関
し
て
は
、
ド
ボ
ノ
ン
ゴ
村
の
位
置
が

不
明
で
あ
り
、
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
発
音

が
類
似
す
る
点
か
ら
い
う
と
、
サ
ハ
リ
ン
北
西
部
に

居
住
し
た
ニ
ヴ
フ
の
ト
ヴ
ヌ
ン
グ
氏
族
か
も
し
れ
な

吻
・
こ
れ
ら
の
氏
族
の
居
住
地
か
ら
み
て
・
バ
ル
ダ

ら
が
踏
査
し
た
範
囲
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
北
部
地
域
内

に
限
ら
れ
る
。

　
続
い
て
の
出
来
事
は
、
康
煕
帝
に
よ
る
中
国
及
び

周
辺
地
域
の
科
学
的
な
地
図
作
成
の
事
業
で
あ
る
。

そ
れ
は
康
煕
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）
か
ら
始
ま
り
、

五
十
七
年
の
『
皇
輿
全
八
丁
』
の
上
呈
を
も
っ
て
終

わ
っ
た
。
四
十
八
年
に
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
イ
エ

ズ
ス
会
士
レ
ジ
ス
ら
の
一
行
が
、
ア
ム
ー
ル
川
の
下

流
地
方
に
測
量
に
行
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
か
れ
ら

は
、
目
標
と
し
て
い
た
ア
ム
ー
ル
河
口
と
サ
ハ
リ
ン

に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
年
後
に
、
班

領
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
が
派
遣
さ
れ
る
が
、
サ
ル
チ
ャ
ン

ら
も
、
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
か
ら
サ
ハ
リ
ン
の
北
西
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⑧

岸
に
上
陸
し
て
、
北
部
の
平
原
地
域
を
ぐ
る
つ
と
一
周
し
た
だ
け
で
、
中
・
南
部
地
方
に
は
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
の
は
、
次
の
史
料
で
あ
る
。
前
掲
の
『
寧
古
塔
副
都
統
衙
門
詩
話
』
に
は
続
い
て
、

　
　
　
（
戸
部
は
）
（
康
煕
）
五
十
年
に
班
領
サ
ル
チ
ャ
ン
た
ち
が
行
っ
て
、
新
た
に
従
え
た
ク
イ
ェ
、
テ
メ
イ
ェ
ン
、
カ
ダ
イ
ェ
、
ソ
ム
ニ
ン
、
デ
ィ
ヤ
ン
チ

　
　
ャ
ン
、
ワ
ル
ル
、
チ
ョ
リ
ル
、
ナ
ム
シ
レ
、
シ
ュ
ル
ン
グ
ル
、
ヘ
イ
フ
レ
氏
族
な
ど
八
十
六
戸
か
ら
取
っ
た
八
十
六
枚
の
税
の
紹
皮
を
内
務
府
に
納
め
た

　
　
：
：
：
o
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と
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
サ
ハ
リ
ン
の
十
氏
族
八
十
六
戸
の
住
民
が
、
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
の
説
得
に
応
じ
て
、
清
に
従
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

う
ち
の
デ
ィ
ヤ
ン
チ
ャ
ン
氏
族
は
、
東
・
西
テ
ケ
ン
村
に
居
住
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
二
村
は
、
サ
ハ
リ
ン
北
西
海
岸
の
テ
ケ
ン
（
テ
ッ
カ
、
ノ

テ
ト
）
村
周
辺
に
あ
っ
た
集
落
で
あ
る
。
そ
の
居
住
地
か
ら
見
て
、
デ
ィ
ヤ
ン
チ
ャ
ン
氏
族
は
ニ
ヴ
フ
と
み
ら
れ
る
。
次
に
ワ
ル
ル
氏
族
の
住

む
東
・
西
サ
イ
・
影
壁
ン
チ
ョ
ン
村
は
、
北
東
部
の
沿
岸
に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ヴ
ォ
村
の
こ
と
で
、
『
皇
骨
節
覧
図
』
系
統
の
地
図
で
は
サ
イ
と

表
記
さ
れ
る
。
オ
ロ
ン
チ
ョ
ン
と
い
う
通
り
、
ワ
ル
ル
氏
族
は
ウ
イ
ル
タ
で
あ
る
。
ヘ
イ
フ
レ
（
ヘ
イ
グ
レ
）
氏
族
は
、
ソ
ム
ニ
ン
村
に
居
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
た
が
、
ソ
ム
ニ
ン
は
サ
ハ
リ
ン
北
部
の
村
と
み
ら
れ
る
の
で
、
ヘ
イ
フ
レ
氏
族
も
、
ニ
ヴ
フ
と
推
定
さ
れ
る
。
テ
メ
イ
ェ
ン
、
カ
ダ
イ
ェ
、

チ
ョ
リ
ル
、
ナ
ム
シ
レ
の
四
氏
族
は
、
不
詳
で
あ
る
。
な
お
『
寧
古
塔
副
凄
艶
衙
門
下
訳
瞼
第
二
九
冊
、
雍
正
十
二
年
八
月
十
九
日
の
条
で
は
、

上
述
し
た
八
氏
族
に
加
え
て
、
プ
ニ
ヤ
フ
ン
氏
族
の
名
を
あ
げ
る
。
プ
ニ
ヤ
フ
ン
氏
族
の
居
住
し
た
ボ
モ
ド
と
い
う
村
は
、
サ
ハ
リ
ン
最
北
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

シ
ュ
ミ
ッ
ト
半
島
の
付
根
に
あ
っ
た
ボ
ム
イ
ド
で
あ
る
。
プ
ニ
ヤ
フ
ン
氏
族
は
、
ニ
ヴ
フ
の
プ
ニ
ヤ
グ
ア
ン
氏
族
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
如

く
康
煕
年
間
に
は
清
の
支
配
は
、
島
の
北
部
内
に
止
ま
っ
て
お
り
、
中
・
南
部
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
清
は
、
サ
ハ
リ
ン
中
部
に
居
住
し
た
ア
イ
ヌ
の
一
部
と
、
す
で
に
接
触
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
清
に

従
属
し
た
も
の
の
中
に
、
ア
イ
ヌ
と
み
ら
れ
る
人
び
と
が
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
バ
ル
ダ
が
従
え
た
四
氏
族
の
中
に
、
ク
イ
ェ
が

含
ま
れ
る
が
、
ク
イ
ェ
は
サ
ハ
リ
ン
と
い
う
意
味
の
他
に
、
ア
イ
ヌ
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
『
軍
機
処
満
文
録
副
書
摺
』
第
四
九
巻
号
第
一
号
、

雍
正
十
年
四
月
十
一
日
付
け
の
ニ
ン
グ
タ
将
軍
チ
ャ
ン
デ
の
上
奏
に
付
さ
れ
た
、
イ
ラ
ン
ハ
ラ
革
職
留
任
驕
騎
校
イ
ブ
ゲ
ネ
の
履
歴
書
に
、



一七二七年の北京会議と清朝のサハリン中・南部進出（松浦）

　
　
協
領
ア
ミ
ダ
が
、
薪
た
に
従
え
た
ク
イ
ェ
の
オ
ロ
ン
チ
ョ
ン
に
褒
美
を
与
え
に
行
き
ま
し
た
折
、
ク
イ
ェ
の
シ
ル
ン
（
ω
蝉
茸
）
国
の
も
の
は
来
ま
せ
ん

　
　
で
し
た
の
で
、
わ
た
く
し
イ
ブ
ゲ
ネ
は
海
を
渡
っ
て
い
き
、
シ
ル
ン
の
ひ
と
を
海
を
渡
ら
せ
て
ム
イ
ェ
ン
村
ま
で
連
れ
て
い
き
、
全
部
に
褒
美
を
与
え
ま

　
　
し
た
。

と
、
「
ク
イ
ェ
の
シ
ル
ン
国
の
も
の
」
が
清
に
従
っ
た
こ
と
を
い
う
。
他
方
十
九
世
紀
初
め
に
サ
ハ
リ
ン
を
訪
れ
た
和
人
は
、
西
海
岸
の
中
部

以
北
に
、
南
部
の
ア
イ
ヌ
と
は
雷
語
・
習
慣
の
異
な
る
ア
イ
ヌ
が
住
ん
で
い
て
、
か
れ
ら
の
こ
と
を
シ
ル
ン
ア
イ
ノ
と
か
シ
ル
ン
ウ
タ
レ
と
称

　
　
　
　
⑫

し
た
と
い
う
。
『
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
瞼
に
い
う
シ
ル
ン
国
は
、
そ
れ
と
同
様
の
こ
と
ば
で
、
か
れ
ら
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ク
イ
ェ
の

シ
ル
ン
は
、
康
煕
二
十
九
年
に
バ
ル
ダ
ら
が
、
従
属
さ
せ
た
ア
イ
ヌ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
が
従
え
た
シ
ュ
ル
ン
グ
ル
と
い
う
の
は
、
後
述
す
る
サ
ハ
リ
ン
南
東
部
の
ク
タ
ン
ギ
（
コ
タ
ン
ケ
シ
）
に
い
た
ア
イ
ヌ

の
氏
族
と
同
名
で
あ
る
。
ダ
リ
カ
（
タ
ラ
イ
カ
）
以
南
の
ア
イ
ヌ
は
、
北
部
の
ニ
ヴ
フ
、
ウ
イ
ル
タ
と
古
く
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く

サ
ル
チ
ャ
ン
ら
が
ニ
ヴ
フ
と
ウ
イ
ル
タ
の
居
住
地
域
を
通
過
し
た
と
き
に
、
か
れ
ら
を
通
じ
て
ア
イ
ヌ
の
一
部
が
、
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
に
従
属
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
清
は
サ
ハ
リ
ン
に
居
住
す
る
辺
昆
（
ヘ
ジ
ェ
フ
ィ
ヤ
カ
）
か
ら
紹
皮
を
徴
収
す
る
た
め
に
、
毎
年
ニ
ン
グ
タ
（
寧
古
塔
）
の
旗
人
を
ア

ム
ー
ル
下
流
に
派
遣
し
た
。
そ
の
際
か
れ
ら
の
貢
納
に
便
利
な
よ
う
に
、
貢
納
地
点
を
ア
ム
ー
ル
の
河
ロ
に
近
い
ダ
イ
、
デ
イ
ヤ
ン
ホ
ン
コ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

プ
ル
な
ど
に
設
け
た
が
、
か
れ
ら
の
申
に
は
何
年
も
続
け
て
貢
納
を
し
な
い
も
の
が
多
数
い
た
。
そ
こ
で
清
の
使
い
が
サ
ハ
リ
ン
に
渡
っ
て
、

辺
民
か
ら
　
皮
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
た
。
前
掲
の
開
軍
機
処
満
文
録
事
奏
摺
』
に
み
え
る
イ
ブ
ゲ
ネ
の

履
歴
書
に
よ
る
と
、
か
れ
は
公
務
で
三
十
回
ア
ム
ー
ル
川
の
下
流
に
出
か
け
た
が
、
そ
の
う
ち
二
十
八
回
は
、
海
を
渡
っ
て
海
島
（
サ
ハ
リ
ン
）

ま
で
達
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
サ
ハ
リ
ン
の
黒
々
か
ら
　
皮
を
徴
収
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
清
の
使
い
が
実
際
に
至
っ
た
の

は
、
大
体
北
部
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
清
の
統
治
方
法
に
あ
る
。
清
は
、
早
く
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
の
下
流
地
方
に
勢
力
を
伸

ば
し
た
が
、
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
周
辺
に
旗
人
を
駐
防
さ
せ
る
こ
と
は
せ
ず
、
代
わ
り
に
毎
年
旗
人
を
ニ
ン
グ
タ
か
ら
派
遣
し
て
辺
民
を
統
治
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し
た
。
そ
の
た
め
に
旗
人
た
ち
は
川
が
凍
結
し
な
い
夏
季
の
間
に
、
ア
ム
ー
ル
川
の
中
流
と
下
流
の
間
を
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

調
査
や
遠
征
の
場
合
に
も
同
様
で
、
ア
ム
ー
ル
川
が
通
行
可
能
な
期
間
に
、
す
べ
て
の
仕
事
を
完
了
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
広
大
な
サ
ハ
リ
ン
を
く
ま
な
く
踏
査
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
結
果
康
煕
以
前
の
調
査
は
、
北
部
地
域
に
と
ど

ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

①
モ
§
象
9
誉
ミ
菱
臭
ミ
。
野
窺
。
ミ
3
竃
。
。
臣
話
し
㊤
①
刈
も
ゼ
譲
り
■

②
〉
．
o
コ
．
O
竃
8
美
㌔
£
。
。
・
。
陣
8
自
土
塁
¢
・
×
畠
鴇
否
畏
・
×
H
×
－
臣
爵
器
×
×

　
b
・
ご
O
o
曇
§
窪
§
§
器
ミ
a
食
竃
ミ
蓬
き
ミ
着
魯
定
§
＆
o
Φ
6
＄
竜
3
ミ
ミ
奏
3

　
6
刈
♪
o
巷
」
蕊
～
一
り
①
・
（
以
下
勺
。
習
。
5
0
鉢
8
。
冨
ロ
エ
臣
×
o
b
・
と
省
略
す
る
。
石

　
田
英
一
郎
「
邦
領
南
樺
太
オ
ロ
ッ
コ
の
氏
族
に
就
い
て
扁
（
一
）
（
『
石
田
英
　
郎

　
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
）
三
四
八
～
三
六
一
頁
な
ど
を
参
照
。

③
拙
稿
「
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
直
後
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
川
左
岸
調
査
」
（
明
史
林
』

　
第
八
十
巻
第
五
号
、
一
九
九
七
年
）
九
三
、
九
四
頁
を
参
照
。

④
た
と
え
ば
同
書
第
五
九
冊
、
二
二
十
九
年
十
月
十
五
日
お
よ
び
第
六
一
冊
、
乾

　
隆
二
十
年
九
月
十
六
日
の
条
。

⑤
吉
田
東
伍
『
大
B
本
地
名
辞
書
輪
（
続
編
）
（
東
京
、
一
九
〇
九
年
）
露
領
樺
太

　
図
を
参
照
。

⑥
〉
．
¢
コ
噛
9
δ
自
記
㌔
。
宕
じ
。
o
詠
8
。
↓
臣
工
｝
糞
畠
も
唱
」
O
卜
。
弘
逡
．

⑦
〉
．
b
コ
9
9
δ
繭
美
㌔
£
畠
。
鉢
8
亀
器
独
自
。
×
畠
も
押
し
Φ
ρ
一
⑩
ω
■

⑧
拙
稿
コ
七
〇
九
年
イ
エ
ズ
ス
会
士
レ
ジ
ス
の
沿
海
地
方
調
査
」
～
〇
二
～
一

　
〇
四
頁
を
参
照
。

⑨
こ
の
段
落
に
引
く
各
氏
族
の
村
落
は
、
す
べ
て
註
④
と
同
じ
棺
案
に
拠
る
。

⑩
『
軍
機
処
満
文
沼
目
奏
摺
』
第
四
九
巻
暑
二
言
写
、
雍
正
十
年
四
月
十
一
曄
付

　
ニ
ン
グ
タ
将
軍
チ
ャ
ン
デ
の
上
奏
文
に
付
さ
れ
た
革
職
留
任
騙
騎
校
イ
ブ
ゲ
ネ
の

　
履
歴
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
ニ
ン
グ
タ
副
都
田
ゲ
ン
ゲ
イ
が
ウ
ジ
ャ
ラ
村
に
税
の
紹
皮
を
徴
収
に
行
っ
た
と

　
　
き
に
、
わ
た
く
し
イ
ブ
ゲ
ネ
は
、
ソ
ム
ニ
ン
村
な
ど
の
税
の
獣
皮
を
貢
納
す
る

　
　
フ
ィ
ヤ
カ
た
ち
を
金
員
連
れ
て
き
て
、
税
の
墓
誌
を
み
な
徴
収
し
ま
し
た
。
こ

　
　
れ
で
一
度
海
を
渡
っ
て
、
力
を
尽
く
し
て
働
き
ま
し
た
。

⑪
〉
．
b
」
’
9
δ
麺
美
㌔
◎
淵
。
切
。
詠
8
。
↓
聖
旨
唄
巽
。
。
。
も
召
」
O
卜
。
L
透
し
Φ
0
．

⑫
問
宮
林
蔵
㎎
北
夷
分
界
余
話
隔
＝
、
三
八
、
九
五
頁
（
テ
キ
ス
ト
は
、
洞
富

　
雄
・
矢
澤
尚
一
編
注
『
東
　
地
方
紀
行
』
平
凡
社
、
｝
九
八
八
年
、
を
用
い
た
）
。

　
松
田
伝
十
郎
魍
北
夷
談
軸
　
一
六
七
頁
（
『
北
門
叢
書
輪
所
収
東
京
、
　
一
九
四
四

　
年
、
）
。
な
お
シ
ル
ン
ア
イ
ノ
に
つ
い
て
は
、
大
井
晴
男
「
『
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
』

　
の
形
成
過
程
扁
（
咽
北
方
文
化
研
究
一
碧
十
七
号
、
一
九
八
五
年
）
一
六
五
、
一
六

　
六
、
一
八
八
、
一
八
九
頁
を
参
照
。

⑬
註
⑩
に
同
じ
。
な
お
拙
稿
「
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
地
方
統
治
駄
（
噸
京
都
大
学
総
合

　
人
間
学
部
紀
要
恥
第
六
巻
、
一
九
九
九
年
）
五
～
七
頁
を
参
照
。
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第
二
章
　
ロ
清
の
国
境
交
渉
と
ホ
マ
ン
の
地
図
帳

　
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
を
締
結
し
て
、
清
と
ロ
シ
ア
の
間
に
平
和
が
回
復
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
北
京
と
農
振
（
ウ
ル
ガ
）
に
お
い
て
、
両
国
の

貿
易
が
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ロ
シ
ア
は
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
の
友
好
関
係
を
維
持
し
続
け
る
一
方
で
、
モ
ン
ゴ
ル
地
方
の
国
境
画
定
に
は
慎
重

な
態
度
を
と
っ
た
の
で
、
清
は
康
煕
五
十
六
年
（
一
七
　
七
）
に
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
北
京
で
の
貿
易
を
禁
止
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
シ
ア

は
、
レ
フ
・
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
を
送
っ
て
貿
易
の
再
開
を
求
め
る
が
、
清
は
国
境
の
画
定
が
優
先
す
る
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
要
求
を
拒
否
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
結
果
両
国
の
通
商
関
係
は
、
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
康
煕
帝
と
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
が
、
あ
い
つ
い
で
亡
く
な
り
、
雍
正
帝
と
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
～
世
が
即
位
す
る
と
、
交
渉
の

気
運
は
一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
国
境
と
貿
易
の
問
題
を
協
議
す
る
た
め
に
、
サ
ヴ
ァ
・
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ

チ
縫
う
グ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
清
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
配
管
四
年
十
月
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
～
七
二
六
年
＋
月
）
に
北
京

に
到
着
し
た
。
清
と
ロ
シ
ア
は
、
そ
れ
か
ら
翌
年
閏
三
月
（
一
七
工
六
年
四
月
）
ま
で
は
北
京
に
お
い
て
、
そ
の
後
は
国
境
に
場
所
を
移
し
て
、

交
渉
を
続
行
し
た
。
そ
の
結
果
両
国
は
、
モ
ン
ゴ
ル
方
面
の
国
境
画
定
と
通
商
関
係
の
発
展
で
合
意
に
達
し
、
条
約
に
調
印
し
た
。
こ
れ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ブ
ー
ラ
条
約
と
キ
ャ
フ
タ
条
約
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
両
国
は
、
北
京
の
会
議
に
お
い
て
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
地
方
と
と
も
に
、
ウ
ダ
川
地
域
の
国
境
に
つ
い
て
も
、
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
行
な
う
は
ず
で
あ
っ
た
。
後
者
の
問
題
は
、
さ
き
の
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
講
和
会
議
で
は
決
定
さ
れ
ず
に
、
将
来
の
交
渉
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ウ
ダ
川
流
域
の
領
有
を
ね
ら
う
清
が
、
こ
の
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
ロ
シ
ア
に
し
て
も
、
海
上
ル
ー
ト
を
通
じ
て
日

本
・
清
・
朝
鮮
と
貿
易
を
行
な
う
計
画
を
進
め
て
お
り
、
む
し
ろ
議
論
を
サ
ハ
リ
ン
・
北
太
平
洋
海
域
ま
で
広
げ
て
、
自
国
の
利
益
を
擁
護
し

　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
い
と
考
え
て
い
た
。

　
そ
れ
で
は
両
国
は
、
ウ
ダ
川
と
周
辺
の
海
域
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
清
の
場
合
は
、
康
煕
年
間
に
地
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理
調
査
の
た
め
に
、
か
な
り
北
方
ま
で
調
査
隊
を
派
遣
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
モ
ン
ゴ
ル
地
方
に
関
し
て
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
ジ
ャ
ル
ト
ゥ

ら
が
、
『
皇
輿
全
覧
図
嚇
を
作
成
す
る
一
環
で
、
康
煕
五
十
年
（
一
七
二
）
に
北
京
か
ら
北
上
し
て
フ
ル
ン
・
ノ
ー
ル
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ル
レ
ン
川
沿
い
に
ハ
ミ
ま
で
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ウ
ダ
川
の
流
域
に
つ
い
て
は
、
二
十
九
年
に
バ
ハ
イ
の
調
査
隊
が
、
ウ
イ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ケ
ン
山
の
ふ
も
と
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
、
一
度
あ
る
き
り
で
、
そ
の
後
は
だ
れ
ひ
と
り
入
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
清
の
恰
親
王
允
祥

は
、
国
境
交
渉
の
始
ま
る
～
週
間
前
に
、
急
遽
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
ゴ
ー
ビ
ル
ら
を
集
め
て
、
『
皇
輿
全
覧
図
』
に
描
か
れ
な
か
っ
た
、
北
極
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
含
む
北
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
地
図
を
作
る
こ
と
を
命
じ
た
。
ゴ
ー
ビ
ル
ら
は
、
す
ぐ
に
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
が
、
資
料
が

不
足
し
て
い
た
ら
し
く
、
国
境
交
渉
が
始
ま
る
ま
で
に
、
そ
れ
を
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
他
方
ロ
シ
ア
で
科
学
的
な
地
図
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
七
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
測
量
技

師
を
ロ
シ
ア
の
各
地
に
派
遣
し
て
、
地
図
の
作
成
に
と
り
く
ま
せ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
と
ウ
ダ
川
両
地
域
で
は
、
そ
の
作
業
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い

　
　
　
⑨

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
イ
ッ
チ
は
、
清
に
入
国
す
る
前
に
科
学
的
な
地
図
を
作
ろ
う
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
測
量
技
師
を
派

遣
し
た
。
そ
の
結
果
モ
ン
ゴ
ル
地
方
に
行
っ
た
一
隊
は
、
慨
し
い
地
図
を
作
っ
て
帰
っ
て
き
た
が
、
ウ
ダ
川
を
目
指
し
た
も
う
一
隊
は
、
山
岳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

地
域
に
阻
ま
れ
て
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
イ
ッ
チ
は
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
な
ど
の
国
境
の
役
人
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ウ
ダ
川
地
域
の
情
報
を
収
集
し
よ
う
と
し
た
が
、
か
れ
ら
は
現
地
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ

チ
は
、
一
七
二
六
年
三
月
三
十
日
（
ユ
り
ウ
ス
暦
、
雍
正
四
年
三
月
九
月
）
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
探
険
に
向
か
う
ベ
ー
リ
ン
グ
に
手
紙
を
書
い
て
、

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
ま
で
の
海
岸
線
と
島
を
記
入
し
た
地
図
を
送
る
よ
う
に
要
請
す
る
。
二
か
月
後
に
ベ
ー
リ
ン
グ
は
、
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

イ
ツ
人
ホ
マ
ン
の
地
図
帳
を
送
っ
て
き
た
が
、
そ
の
地
図
も
ま
た
、
科
学
的
な
測
量
に
も
と
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
後
に
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ

ィ
ッ
チ
は
こ
の
地
図
を
清
に
提
出
し
、
そ
の
こ
と
が
清
の
サ
ハ
リ
ン
政
策
に
転
回
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
清
と
ロ
シ
ア
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
準
備
を
進
め
た
が
、
ウ
ダ
川
と
周
辺
の
海
域
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
信
頼
で
き
る
情

報
は
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
両
国
は
こ
う
し
た
問
題
点
を
抱
え
た
ま
ま
、
交
渉
の
場
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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一一一 ｵ二七年の北京会議と清朝のサハリン中・南部進出（松浦）

　
澄
清
両
国
の
北
京
会
議
に
関
す
る
第
一
次
資
料
と
し
て
は
、
ソ
連
時
代
に
公
刊
さ
れ
た
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
報
告
書
が
、
屈
指
の
も
の

　
　
　
⑭

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
イ
ッ
チ
が
北
京
に
お
け
る
日
々
の
出
来
事
を
報
告
し
た
も
の
で
、
雍
正
帝
に
謁
見
し
た
と
き
の
も
よ
う
、

皇
帝
ど
う
し
が
交
換
し
た
贈
物
の
内
容
、
北
京
の
年
申
行
事
な
ど
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
国
境
交
渉
に
関
し
て
は
、
具
体
的
な
内
容
に
乏
し

い
が
、
し
か
し
こ
れ
に
代
わ
る
史
料
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
。
そ
れ
を
補
完
す
る
史
料
と
し
て
、
わ
た
し
は
、
当
時
北
京
に
滞
在
し
て
い
た

フ
ラ
ン
ス
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ゴ
ー
ビ
ル
の
書
簡
集
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
四
十
年
近
く
に
及
ぶ
中

国
滞
在
の
間
に
、
数
多
く
の
書
簡
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
り
続
け
た
。
そ
れ
ら
の
書
簡
は
、
清
の
政
治
、
社
会
を
研
究
す
る
上
で
、
漢
文
献
と
は

異
な
る
視
点
に
立
っ
た
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
七
二
七
年
十
月
八
日
目
雍
正
五
年
八
月
二
十
四
日
）
付
け
で
、
本
国
の
ガ
イ

ヤ
ー
ル
神
父
に
宛
て
た
書
簡
は
、
北
京
会
議
に
関
す
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
そ
の
中
で
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
同
年
一
月
九
日
か
ら
十
月
四
日
ま
で

に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
日
記
風
に
團
顧
し
、
そ
の
一
月
と
二
月
に
は
、
会
議
の
舞
台
裏
で
面
長
が
、
ロ
シ
ア
の
情
勢
や
北
方
の
地
理
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
び
た
び
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
に
照
会
し
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
允
祥
は
康
煕
帝
の
十
三
子
で
、
雍
正
帝
の
弟
で
あ
る
。
当
時
か
れ
は
雍
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

帝
の
意
を
受
け
て
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
を
指
揮
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
清
の
サ
ハ
リ
ン
政
策
を
考
え
る
上
で
、
重
要

な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
報
告
書
が
、
交
渉
の
表
舞
台
を
表
現
し
た
史
料
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ゴ
ー
ビ
ル
の
書
簡
は
、

そ
の
舞
台
裏
を
写
し
た
史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
両
国
が
国
境
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
る
の
は
、
甘
干
四
年
十
二
月
二
十
五
日
（
グ
レ
ゴ
リ
還
暦
一
月
十
六
日
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
月
五
日
）

の
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
こ
の
日
清
の
代
表
チ
ャ
ビ
ナ
、
テ
グ
ト
ゥ
、
ト
ゥ
リ
シ
ェ
ン
の
三
人
が
、
ロ

シ
ア
代
表
の
宿
舎
で
あ
る
会
同
館
を
訪
れ
て
、
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
と
地
図
を
広
げ
て
、
国
境
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
会
議
の
冒
頭

に
清
は
、
ウ
ダ
川
周
辺
の
領
有
を
主
張
す
る
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
清
側
の
い
う
ウ
ダ
川
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぐ
本
来
の
ウ
ダ
川
で
は
な
く
、

そ
れ
よ
り
ず
っ
と
西
に
あ
る
バ
イ
カ
ル
湖
に
注
ぐ
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
チ
ャ
ビ
ナ
ら
が
故
意
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
地
理
を
知
ら
な
い
の
か
、
真
意
を
は
か
り
か
ね
た
。
ま
た
国
境
を
協
議
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
、
清
は
双
方
の
代
表
が
最
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表1　北京会議の日程

陰
　
　
　
暦

ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
報
告
書
（
ユ
リ
ウ
ス
暦
）
①

ゴ
ー
ビ
ル
の
筈
簡
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）

雍
正
四
年
　
十
月
八
日

一
七
二
六
年
　
　
　
　
　
　
北
京
に
到
着
（
1
0
月
2
1
日
）

十
月
二
十
二
日

（
1
1
月
4
日
）
　
雍
正
帝
に
謁
見

十
二
月
朔

（
1
2
月
1
2
日
）
十
四
項
目
の
提
案
を
行
な
う
②

十
二
月
十
八
日

一
七
二
七
年
　
　
允
祥
、
ゴ
ー
ビ
ル
ら
に
地
図
作
成
（
1
月
9
日
）
　
を
命
じ
る

十
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
イ
エ
ズ
（
1
月
1
4
日
）
　
　
　
　
　
　
ス
会
の
北
堂
を
訪
問
③

十
二
月
二
十
五
日

一
七
二
七
年
　
　
　
　
　
　
国
境
交
渉
を
行
な
う
（
1
月
5
日
）

十
一
　
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
清
側
に
地
図
を
提
出
（
1
月
7
日
）
　
　
　
　
　
　
北
堂
を
訪
問
③

十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
允
祥
、
ロ
シ
ア
の
提
出
し
た
地
図
（
1
月
P
日
）
　
　
　
　
　
　
を
ゴ
ー
ビ
ル
に
検
討
さ
せ
る

十
二
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
ゴ
ー
ビ
ル
、
サ
ハ
リ
ン
を
調
査
し
（
1
月
2
0
日
）
　
　
　
　
　
　
た
二
人
と
会
見

十
二
月
三
十
日

（
ユ
月
1
0
日
）
大
晦
日
の
富
中
行
事
に
参
列

雍
正
五
年
　
正
月
三
日

　
　
　
　
　
　
雍
正
帝
が
、
ゴ
ー
ビ
ル
ら
の
作
成
（
1
月
2
4
日
）
　
　
　
　
　
　
し
た
地
図
を
見
た
と
い
う
。

正
月
四
B

（
1
月
1
4
日
）
　
清
、
ロ
シ
ア
側
に
地
図
を
提
出

閏
一
二
月
十
日

（
4
月
1
9
日
）
　
雍
正
帝
に
謁
見

閏
一
二
月
十
四
日

ハ
4
月
2
3
日
）
　
北
京
を
出
発

註①グレゴリオ暦の日付をユリウス暦に直すには，十八世紀中は11日をひけばよい。
　　（D　PyccKo－rcumailcnue　omHouieHun　e　XVIII　6erce，　ToM　2，　cTp．　597，　KoMMeHTap””　9．

　　③ヴラジスラヴィッチが北堂を訪問した日が，ヴラジスラヴィッチとゴービルとでは
　　　異なる。ゴービルの誤りであろう。
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一七二七年の北京会議と清朝のサハリン中・南部進出（松浦）

初
か
ら
国
境
に
行
っ
て
、
協
議
を
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
は
北
京
で
ま
ず
大
筋
を
決
定
し
て
か
ら
、
国
境
で
細
部
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

め
る
べ
き
だ
と
譲
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
日
は
こ
の
ま
ま
散
会
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
終
了
間
際
に
清
の
代
表
が
、
ひ
と
つ
の
提
案
を
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
、
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
も
そ
れ
に
同
意
す
る
。

　
　
そ
の
と
き
ア
レ
ハ
ン
バ
（
〈
聾
訂
§
げ
磐
、
チ
ャ
ビ
ナ
か
テ
グ
ト
ゥ
を
指
す
）
は
、
…
…
全
権
大
使
（
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
）
は
か
れ
ら
に
自
ら
の
地

　
　
図
を
貸
す
よ
う
に
、
そ
れ
を
か
れ
ら
は
自
分
の
地
図
と
比
べ
て
、
そ
れ
に
精
通
す
る
人
び
と
と
相
談
を
し
て
、
そ
し
て
ふ
た
た
び
全
権
大
使
に
返
す
だ
ろ

　
　
う
と
語
っ
た
。
全
権
大
使
は
、
自
分
は
か
れ
ら
に
自
分
の
地
図
を
貸
す
が
、
た
だ
か
れ
ら
も
、
自
ら
が
か
れ
ら
の
地
図
を
よ
く
検
討
で
き
る
よ
う
に
、
自

　
　
分
に
か
れ
ら
の
も
の
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
答
え
た
。

す
な
わ
ち
相
手
の
地
図
を
研
究
す
る
た
め
に
、
た
が
い
に
地
図
を
交
換
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
約
束
は
す
ぐ
に
実
行
さ
れ
て
、
二
日
後
の
十

二
月
二
十
七
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
月
十
八
臼
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
月
七
日
）
朝
に
、
清
の
墨
入
が
地
図
を
受
け
取
り
に
、
会
同
館
に
や
っ
て
き
た
。

ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
イ
ッ
チ
は
、

　
　
…
…
大
使
の
と
こ
ろ
が
ら
全
権
大
使
の
も
と
に
、
ふ
た
り
の
官
僚
が
派
遣
さ
れ
て
き
て
、
全
権
大
使
が
、
か
れ
ら
が
明
白
な
検
討
を
行
な
う
た
め
す
べ
て

　
　
の
こ
と
を
知
る
よ
う
に
、
ア
ム
ー
ル
川
、
「
石
の
山
」
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
海
に
流
入
す
る
ウ
ダ
川
に
関
す
る
地
図
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
情
報
を
も
っ
て

　
　
　
い
な
い
か
と
い
っ
た
。
そ
の
と
き
全
権
大
使
は
、
か
れ
ら
に
大
き
な
新
し
い
地
図
帳
と
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
海
、
ア
ム
ー
ル
川
と
ウ
ダ
川
の
表
現
が
よ
り
優

　
　
れ
て
い
る
他
の
地
図
を
贈
っ
た
。

　
　
⑲

と
い
う
。
こ
の
と
き
清
が
求
め
た
の
は
、
ア
ム
ー
ル
川
以
北
と
ウ
ダ
川
周
辺
を
含
む
地
図
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ

は
、
清
の
使
者
に
薪
し
い
地
図
帳
と
地
図
を
も
う
～
枚
渡
し
た
が
、
後
述
す
る
如
く
、
前
者
は
一
七
二
五
年
製
の
ホ
マ
ン
の
地
図
帳
で
あ
り
、

後
者
は
そ
れ
よ
り
も
古
い
ロ
シ
ア
製
の
地
図
で
あ
っ
た
。

　
両
国
の
会
議
は
、
そ
れ
か
ら
中
国
の
新
年
を
は
さ
ん
で
一
時
中
断
し
た
の
で
、
ロ
シ
ア
の
代
表
は
、
北
京
に
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
国
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
訪
問
し
た
り
、
雍
正
帝
の
招
き
で
薪
年
の
祝
賀
行
事
に
列
席
し
て
、
と
き
を
す
ご
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
清
で
は
允
祥
が
中
心
と
な
っ
て
、
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ロ
シ
ア
か
ら
借
り
た
地
図
帳
を
検
討
し
て
い
た
。

　
さ
て
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
十
二
月
十
八
日
に
地
図
の
作
成
を
命

ぜ
ら
れ
て
以
後
、
連
日
の
如
く
允
祥
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
允

祥
は
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
イ
ッ
チ
か
ら
地
図
を
受
け
取
っ
た
翌
日

の
十
二
月
二
十
八
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
月
十
九
日
、
ユ
リ
ウ

ス
暦
一
月
八
日
）
に
、
早
く
も
そ
れ
を
ゴ
ー
ビ
ル
に
渡
し
て

い
る
。
前
述
し
た
ゴ
ー
ビ
ル
の
書
簡
に
は
、

　
　
一
月
十
九
日
。
（
十
三
）
王
子
は
、
わ
れ
わ
れ
に
か
れ
の

　
　
目
の
前
で
、
ロ
シ
ア
人
が
提
出
し
た
地
図
帳
を
検
討

　
　
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
最
近
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
で

　
　
印
刷
さ
れ
た
ホ
マ
ン
（
宕
自
頃
。
§
匿
）
の
も
の
で
あ

　
　
り
ま
す
。
王
子
は
、
カ
ス
ピ
海
と
ロ
シ
ア
人
が
カ
ム

　
　
チ
ャ
ダ
ル
（
O
m
居
。
・
鋤
琶
包
と
呼
ぶ
エ
ゾ
（
旨
器
。
）
の

　
　
地
方
に
与
え
た
新
し
い
形
状
に
、
た
い
へ
ん
注
目
し

　
　
て
い
ま
し
た
。

　
　
⑳

と
い
う
。

　
ロ
シ
ア
の
提
供
し
た
ホ
マ
ン
の
地
図
帳
に
は
、
カ
ス
ピ
海

と
カ
ム
チ
ャ
ダ
ル
の
地
図
が
載
っ
て
い
た
が
、
ホ
マ
ン
の
い

う
カ
ム
チ
ャ
ダ
ル
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
こ
と
で
あ
る
。
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㌣
奎
嬉
煽
若
潮

グ
漉

．
稽
首

鼓
．魏
菱

籏
階

　
　
　
　
　
現
存
す
る
ホ
マ
ン
の
地
図
で
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、
一
七

謬
醐
二
五
年
に
ニ
ュ
ル
・
ベ
ル
グ
で
出
版
さ
れ
た
地
図
帳
の
一
枚

　
　
　
館

　
　
　
書
で
、
そ
れ
に
は
カ
ス
ピ
海
と
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
二
種
類

　
　
　
図

　
　
　
・
理
の
地
図
が
、
左
右
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
図
は
、
ホ

藏
マ
・
が
ピ
ョ
ー
ト
ル
垂
の
依
頼
を
誘
て
、
・
シ
ア
の
資

　
　
　
．
駄
料
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ス
ピ
海
と
カ

鰍
三

舞
蟹
難

「
転
回
轡
ひ

ホマンの地図（部分）（天

ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
信
頼
す
る
に
足

る
正
確
な
地
図
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
と
く
に
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
は
発
見
さ
れ
て
日
も
ま
だ
浅
く
、
よ
う
や
く
そ
の
存
在
を

知
ら
れ
る
に
至
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
ロ
シ
ア
が
こ
の
地
図
を

刊
行
し
た
背
景
に
は
、
地
理
学
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
貢
献
を
、

内
外
に
誇
示
す
る
と
と
も
に
、
二
つ
の
地
域
を
開
発
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

イ
ン
ド
や
中
国
・
日
本
に
至
る
道
を
捜
索
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。

　
十
七
世
紀
以
前
の
ロ
シ
ア
で
は
、
科
学
技
術
が
未
発
達
な
た
め
に
、
科
学
的
な
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
絵
図
の
よ
う
な
地
図
が

ま
だ
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
で
科
学
的
な
地
図
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
十
八
世
紀
の
二
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
十
八
世
紀
前
半
は
両
者
の
移
行
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
こ
の
当
時
の
地
図
に
は
二
種
類
の
も
の
が
併
存
し
て
い
た
。
ホ
マ
ン
の
地
図

に
あ
る
カ
ス
ピ
海
の
地
図
は
、
一
七
一
九
、
二
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
フ
ァ
ン
・
フ
ェ
ル
デ
ン
ら
が
行
な
っ
た
科
学
的
な
測
量
に
も
と
つ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
以
前
の
カ
ス
ピ
海
の
地
図
は
、
絵
図
程
度
の
も
の
だ
っ
た
の
で
、
フ
ェ
ル
デ
ン
の
カ
ス
ピ
海
地
図
は
、
画
期
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
っ

こ
れ
に
対
し
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
地
図
は
、
そ
の
前
年
に
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
命
令
で
、
ロ
シ
ア
人
の
地
図
製
作
者
キ
リ
ロ
フ
が
作
っ
た
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⑳

と
い
わ
れ
る
地
図
で
あ
る
。
キ
リ
ロ
フ
の
地
図
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
関
す
る
最
新
の
地
図
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
シ
ベ
リ
ア
地

方
の
土
着
的
な
絵
図
に
起
源
を
も
っ
て
い
た
。
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
形
状
は
、
実
際
よ
り
も
は
る
か
に
巨
大
で
、
半
島
の
先
端
は
本
州
の
北

端
付
近
に
ま
で
達
し
た
。
そ
し
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
と
本
州
と
の
間
に
は
、
小
さ
な
千
島
列
島
と
北
海
道
を
置
い
て
い
た
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ホ
マ
ン
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
を
エ
ゾ
に
あ
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
北
海
道
が
本
州
の
北
に
位
置
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
現
在
で
は
自
明
の
理
で
あ
る
が
、
十
八
世
紀
以
前
は
そ
の
形
状
も
位
置
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
エ
ゾ

は
大
陸
の
蔀
で
あ
る
と
か
・
島
で
あ
る
と
か
・
さ
ま
ざ
ま
に
想
像
さ
れ
て
い
晦
・
夫
世
紀
初
め
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
発
見
の
報
が
伝
わ
る
と
・

一
部
の
地
図
研
究
者
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
と
幻
の
土
地
エ
ゾ
と
を
関
連
づ
け
て
、
両
者
を
同
一
視
し
始
め
た
。
ホ
マ
ン
の
地
図
は
、
そ
れ

を
具
体
化
し
た
一
例
で
あ
る
。
こ
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
ー
ー
エ
ゾ
説
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ
の
第
一
次
探
検
に
よ
っ
て
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
形
状
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

位
置
が
確
定
す
る
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
定
の
支
持
を
え
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
清
は
、
中
国
に
滞
在
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
通
じ
て
、
早
く
か
ら
エ
ゾ
問
題
の
存
在
を
知
っ
て
お
り
、
康
煕
帝
の
時
代
に
は
エ
ゾ

の
土
地
を
捜
索
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
前
述
し
た
如
く
康
煕
四
十
八
年
（
一
七
〇
九
）
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
レ
ジ
ス
ら
を
派
遣
し
て
、
ア

ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
測
量
を
行
な
わ
せ
た
が
、
レ
ジ
ス
ら
の
調
査
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
幻
の
エ
ゾ
を
捜
索
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
レ
ジ
ス
は
、

当
初
沿
海
地
方
の
南
部
が
、
エ
ゾ
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
た
の
で
、
沿
海
地
方
を
縦
断
し
て
ア
イ
ヌ
が
居
住
す
る
証
拠
を
捜
し
た
が
、
か
れ
は

ア
イ
ヌ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
仮
説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
そ
の
間
に
レ
ジ
ス
は
、
住
民
か
ら
ア
ム
ー
ル

河
ロ
に
大
き
な
島
（
サ
ハ
リ
ン
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
の
島
が
エ
ゾ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
～
行
は
そ

の
島
に
到
達
で
き
ず
、
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
清
は
、
そ
の
二
年
後
に
サ
ル
チ
ャ
ン
ら
を
派
遣
し
た
。
サ
ル
チ
ャ

ン
ら
は
、
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
か
ら
沖
合
の
島
に
渡
る
が
、
そ
の
北
部
を
一
周
し
た
だ
け
で
、
か
れ
ら
も
ま
た
ア
イ
ヌ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
報
告
を
聞
い
た
レ
ジ
ス
は
、
ア
ム
ー
ル
河
口
の
島
（
サ
ハ
リ
ン
）
は
、
エ
ゾ
と
は
別
の
島
で
あ
る
と
考
え
、
エ
ゾ
は
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
本
州
近
く
に
あ
る
土
地
で
あ
る
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
レ
ジ
ス
は
、
鯛
里
並
全
覧
図
』
の
ア
ム
ー
ル
河
口
・
サ
ハ
リ
ン
図
に
お
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い
て
、
サ
ハ
リ
ン
の
北
半
分
を
描
く
だ
け
で
、
サ
ハ
リ
ン
の
南
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
、
明
確
に
は
示
さ
な
か
っ
た
。

　
レ
ジ
ス
の
調
査
か
ら
北
京
の
会
議
ま
で
、
ま
だ
二
十
年
夏
か
経
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
允
祥
も
エ
ゾ
の
問
題
を
覚
え
て
い
た
に
ち
が
い
な

い
。
か
れ
は
、
ホ
マ
ン
が
エ
ゾ
を
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
先
端
に
置
く
の
を
み
て
、
強
い
衝
撃
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
允
祥
は
サ
ハ
リ

ン
と
エ
ゾ
と
の
関
係
を
確
認
す
る
必
要
を
感
じ
て
、
翌
二
〇
日
に
ゴ
ー
ビ
ル
と
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
「
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
と

そ
の
対
岸
に
あ
る
と
い
う
大
き
な
陸
地
（
サ
ハ
リ
ン
）
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
、
二
人
の
タ
ル
タ
ル
人
（
満
洲
入
か
モ
ン
ゴ
ル
人
）
官
僚
」
を
呼

ん
で
、
質
問
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
場
に
ゴ
ー
ビ
ル
を
立
ち
会
わ
せ
た
。
出
席
し
た
二
人
の
タ
ル
タ
ル
人
に
つ
い
て
、
ゴ
ー
ビ
ル
は
、

　
　
　
（
か
れ
ら
は
）
そ
の
川
の
河
口
か
ら
、
か
れ
ら
が
島
で
あ
る
と
い
う
そ
の
陸
地
ま
で
行
く
の
に
、
海
路
六
時
間
も
か
か
ら
な
い
と
語
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
⑲

と
い
う
の
で
、
か
れ
ら
は
サ
ル
チ
ャ
ン
の
調
査
隊
に
参
加
し
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

　
ゴ
ー
ビ
ル
は
一
七
二
二
年
に
中
国
に
入
っ
た
の
で
、
『
皇
輿
拝
覧
図
』
の
仕
事
に
は
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
れ
は
レ
ジ
ス
ら

の
業
績
を
、
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
レ
ジ
ス
ら
の
調
査
が
、
沿
海
地
方
の
東
岸
と
ア
ム
ー
ル
川
の
下
流
地
方
に

は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
で
、
『
皇
輿
全
覧
図
』
の
ア
ム
ー
ル
下
流
・
サ
ハ
リ
ン
図
に
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

サ
ル
チ
ャ
ン
ら
の
収
集
し
た
資
料
に
は
、
疑
念
を
も
っ
て
い
た
。
同
日
の
記
事
に
は
、
続
け
て
次
の
如
く
い
う
。

　
　
か
れ
ら
の
い
う
こ
と
に
、
あ
ま
り
信
頼
を
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
王
子
が
わ
た
し
に
意
見
を
求
め
ま
し
た
の
で
、
わ
た
し
は
は
っ
き
り
と
、
そ
れ
を

　
　
あ
て
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
表
現
を
み
る
と
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
存
在
そ
の
も
の
を
疑
っ
て
い
た
よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
わ
た
し
は
む
し
ろ
サ
ハ
リ
ン
の
形
状

や
位
置
に
つ
い
て
、
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
語
り
た
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ゴ
ー
ビ
ル
は
ま
た
、
ホ
マ
ン
の
考
え
る
エ
ゾ
の
位
置
に
も
疑
問
を
も
っ
て
い
た
。
続
い
て
か
れ
は
、

　
　
カ
ム
チ
ャ
ダ
ル
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
エ
ゾ
と
呼
び
ま
す
が
、
ロ
シ
ア
人
が
与
え
る
そ
の
位
置
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
学
で
認
め
ら
れ
て

　
　
い
る
原
則
に
反
し
て
い
ま
す
と
、
わ
た
し
は
醤
い
ま
し
た
。
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と
述
べ
る
。
ホ
マ
ン
の
描
く
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
は
、
大
陸
の
沿
岸
か
ら
東
に
大
き
く
遠
ざ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
エ
ゾ
の
西
海
岸
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

陸
と
至
近
距
離
に
あ
る
と
す
る
、
十
七
世
紀
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
通
説
と
は
矛
盾
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
エ
ゾ
と
サ
ハ
リ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
れ
は
、
一
六
四
三
年
に
オ

ラ
ン
ダ
人
フ
リ
ー
ス
ら
が
上
陸
し
た
北
海
道
東
南
部
と
サ
ハ
リ
ン
南
東
部
（
フ
リ
ー
ス
は
、
両
者
を
地
続
き
の
土
地
と
考
え
た
）
と
、
サ
ル
チ
ャ
ン

ら
が
到
達
し
た
島
（
サ
ハ
リ
ン
北
部
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
両
者
は
同
じ
エ
ゾ
の
土
地
と
考
え
て
お
り
、
本
当
は
地
続
き
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
い
る
。
二
年
後
の
一
七
二
九
年
九
月
二
十
五
日
に
パ
リ
で
受
領
さ
れ
た
論
文
の
中
で
、
ゴ
ー
ビ
ル
は
、

　
　
　
　
六
四
三
年
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
航
海
に
よ
れ
ば
、
そ
の
航
海
の
終
り
（
北
限
）
は
、
緯
度
四
十
九
度
、
そ
し
て
（
経
度
は
）
サ
ン
ガ
ル
（
津
軽
）
海
峡
の

　
　
東
五
度
、
す
な
わ
ち
北
京
の
東
少
な
く
と
も
三
十
度
あ
た
り
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
子
た
ち
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
地
図
に
記
さ
れ
た
島
の

　
　
ご
く
近
く
ま
で
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
わ
た
し
は
こ
の
島
が
、
エ
ゾ
の
～
部
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
⑬

と
述
べ
る
。
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
も
と
も
と
こ
う
し
た
考
え
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
允
祥
に
対
し
て
も
そ
れ
を
説
明
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ

を
受
け
て
允
祥
は
、
こ
の
問
題
に
～
応
の
決
断
を
下
す
。
前
掲
の
書
簡
で
は
、
二
十
日
の
箇
所
に
続
け
て
、

　
　
そ
こ
で
王
子
は
、
皇
帝
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
図
に
は
、
エ
ゾ
に
つ
い
て
何
も
書
き
入
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
バ
イ
カ
ル
湖
付
近
の
い
く
つ

　
　
か
の
位
置
に
つ
い
て
、
わ
た
し
が
提
案
し
た
と
お
り
に
訂
正
を
行
な
う
よ
う
に
命
令
し
ま
し
た
。

　
　
⑭

と
い
う
。
允
祥
が
ゴ
ー
ビ
ル
に
、
地
図
の
中
に
エ
ゾ
を
描
か
な
い
よ
う
に
求
め
た
理
由
は
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
と
エ
ゾ
と
の
関
係
が
不
明
の
段
階

で
、
も
し
エ
ゾ
を
問
題
と
す
れ
ば
、
会
議
の
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
、
そ
こ
で
ロ
シ
ア
人
の
目
を
そ
れ
か
ら
そ
ら
そ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
允
祥
は
、
エ
ゾ
の
問
題
を
交
渉
に
出
さ
な
い
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
ロ
シ
ア
側
が
ホ
マ
ン
の
地
図
帳
と
と
も
に
提
供
し
た
も
う
一
枚
の
地
図
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
こ
と
も
述
べ
て
い
な
い
。

『
牽
八
世
紀
の
ロ
清
関
係
』
の
編
者
デ
ミ
ド
ワ
氏
ら
に
よ
る
と
、
中
国
の
第
一
歴
史
直
言
館
が
所
蔵
す
る
一
枚
の
地
図
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
と

い
う
。
こ
の
地
図
は
北
を
下
に
、
南
を
上
に
す
る
な
ど
、
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
が
、
キ
リ
ル
文
字
の
地
名
の
間
に
は
、
満
洲
文
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字
の
付
箋
が
貼
り
つ
け
て
あ
っ
た
。
こ
の
地
図
が
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
地
域
は
、
東
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
一
部
と
太
平
洋
岸
か
ら
、
西
は
カ
ス
ピ
海

の
東
岸
ま
で
で
あ
る
。
問
題
の
北
太
平
洋
海
域
を
み
る
と
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
北
部
は
、
ホ
マ
ン
の
地
図
に
似
て
い
る
が
、
そ
の
南
部
は

地
図
の
枠
外
に
あ
っ
て
、
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
南
方
に
湾
を
は
さ
ん
で
、
半
島
が
さ
ら
に
ひ
と
つ
描
か
れ
て
い

る
が
、
や
は
り
そ
の
先
端
は
枠
外
に
消
え
て
い
て
、
そ
の
形
状
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
サ
ハ
リ
ン
に
あ
た
る

が
、
そ
れ
が
何
を
表
現
す
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
構
図
は
、
ホ
マ
ン
の
一
七
二
五
年
の
地
図
よ
り
も
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
が
～
七
二
一
二
年
に
作
成
し
た
地
図
の
方
に
い
っ
そ
う
近
い
。
こ
の
ロ
シ
ア
製
地
図
と
ホ
マ
ン
の
一
七
二
三
年
の
地
図
は
、
同
系
統
の
地
図
か

ら
出
て
お
り
、
ホ
マ
ン
の
一
七
二
五
年
の
地
図
は
、
そ
れ
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ゴ
ー
ビ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
地
図
を
参
考
に
し
て
、
正
月
三
日
（
グ
レ
ゴ
リ
二
世
一
月
二
十
四
B
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
月
十
三
日
）
ま
で
に
地
図
を
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

成
し
、
そ
し
て
雍
正
帝
に
献
上
し
た
。
ゴ
ー
ビ
ル
の
地
図
は
、
た
だ
ち
に
ロ
シ
ア
の
使
節
に
届
け
ら
れ
る
。
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
報
告
書

に
よ
る
と
、

　
　
　
～
月
十
四
日
午
後
一
時
に
、
中
国
の
大
使
が
三
人
、
全
権
大
使
の
も
と
に
や
っ
て
き
た
。
か
れ
ら
は
、
吟
味
し
た
大
き
な
地
図
を
持
参
し
て
い
た
。
そ
の

　
　
上
に
は
モ
ン
ゴ
ル
と
の
土
地
と
の
境
界
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
赤
い
付
箋
つ
ま
り
標
識
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
、
ボ
グ
ド
ィ
ハ
ン
陛
下
（
雍

　
　
正
帝
）
が
、
そ
れ
ら
の
標
識
の
逓
り
に
国
境
と
す
る
よ
う
に
命
じ
た
と
語
っ
た
。
そ
れ
ら
の
標
識
は
ロ
シ
ア
領
に
深
く
食
い
こ
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
よ
り

　
　
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
、
セ
レ
ン
ギ
ン
ス
ク
、
ウ
ダ
、
ト
ゥ
ン
キ
ン
ス
ク
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
郡
の
領
域
の
半
分
以
上
が
、
中
国
の
領
有
に
な
る
ほ
ど
に
、
そ

　
　
れ
ら
の
郡
は
せ
ば
め
ら
れ
て
い
た
。

と
あ
る
。
ユ
リ
ウ
ス
暦
一
月
十
四
日
は
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
月
二
十
五
日
、
陰
暦
で
は
雍
正
五
年
正
月
四
日
に
あ
た
る
。
残
念
な
が
ら
ゴ
ー
ビ

ル
の
描
い
た
地
図
は
、
現
在
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
上
の
報
告
に
よ
っ
て
も
、
ゴ
ー
ビ
ル
が
北
太
平
洋
岸
を
い

か
に
表
現
し
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
北
京
会
議
に
お
い
て
は
、
ウ
ダ
川
周
辺
の
帰
属
問
題
は
再
度
先
送
り
と
な
っ
た
。
そ
の
間
両
国
が
エ
ゾ
に
つ
い
て
協
議
し
た
か
ど
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う
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
現
在
利
用
で
き
る
史
料
に
は
、
そ
れ
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
後
年
の
手
記
に
お
い
て
、

ウ
ダ
川
地
域
の
問
題
を
決
定
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
地
理
知
識
の
不
十
分
な
こ
と
と
、
皇
帝
の
勅
命
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

け
で
、
エ
ゾ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
る
と
、
エ
ゾ
の
問
題
は
、
少
な
く
と
も
会
議
の
焦
点
と
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
清
に
と
っ
て
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
南
部
が
い
か
な
る
形
状
を
し
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
そ
し
て
エ
ゾ
と
は
い
か
な
る
関
係
に

あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
会
議
の
進
行
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
ゴ
！
ビ
ル
は
、
後
年
の
書
簡

に
お
い
て
、

　
　
　
か
れ
（
康
煕
帝
）
は
、
東
海
（
太
平
洋
）
の
岸
辺
と
な
ら
び
に
エ
ゾ
を
タ
ル
タ
リ
ア
（
ア
ジ
ア
大
陸
）
か
ら
分
け
る
海
峡
と
同
様
に
、
黒
龍
江
の
河
口
に

　
　
　
あ
る
島
を
捜
索
さ
せ
ま
し
た
。
康
煕
帝
の
息
子
で
あ
り
後
継
者
で
あ
る
雍
正
帝
は
、
ツ
ァ
ー
陛
下
の
大
使
サ
ヴ
ァ
伯
爵
（
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
ヴ
ィ
ッ
チ
）
が
北

　
　
京
で
か
れ
に
提
出
し
た
地
図
に
関
連
し
て
、
さ
ら
に
大
規
模
な
研
究
を
さ
せ
ま
し
た
。
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
、
清
が
北
京
の
会
議
直
後
か
ら
、
サ
ハ
リ
ン
の
再
調
査
に
乗
り
出
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

54 （194）

①
ζ
．
同
．
ω
｝
践
ぎ
く
ω
さ
”
§
鴨
ご
重
爆
◎
ミ
勲
§
涛
ミ
鴇
§
卑
§
§
爵
O
§
§
身

　
》
o
ミ
毎
回
9
§
馬
寄
ミ
題
な
N
漣
N
鼠
0
8
0
≦
」
⑩
刈
♪
署
．
り
り
～
一
一
P
吉
田
金
一

　
『
近
代
露
清
関
係
史
㎞
（
東
京
、
一
九
七
四
年
）
一
〇
九
～
一
三
五
頁
を
参
照
。

②
　
ガ
ス
ト
ン
・
カ
ー
エ
ン
著
、
東
亜
外
交
史
研
究
会
訳
開
露
雪
交
渉
史
序
説
』

　
（
東
京
、
一
九
四
一
年
）
一
四
〇
～
一
四
六
頁
、
吉
田
金
一
『
近
代
露
清
関
係

　
史
』
一
三
四
一
～
四
二
頁
を
参
照
。

③
両
国
の
国
境
交
渉
に
お
い
て
、
ウ
ダ
川
周
辺
の
帰
属
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て

　
指
摘
し
た
の
は
、
ベ
ス
プ
ロ
ズ
ヴ
ァ
ン
ヌ
ィ
フ
で
あ
る
。
団
論
喚
o
o
口
℃
9

　
ω
ロ
。
ゆ
臣
三
き
智
黛
§
蔓
專
鴨
恥
塗
6
ミ
象
ミ
　
ミ
6
裂
。
－
糞
ミ
ミ
突
§
o
ミ
き
ミ
塁
ミ
M
殉

　
鞠
輯
ら
蜷
巴
§
窺
糞
G
◎
こ
ζ
o
o
器
斉
一
り
。
。
G
。
も
帽
・
刈
Q
。
～
Q
。
ω
．

④
キ
ャ
フ
タ
条
約
の
第
七
項
に
、
清
が
こ
の
問
題
に
関
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
と

　
つ
た
こ
と
を
記
す
。
キ
ャ
フ
タ
条
約
の
満
洲
語
条
文
は
、
野
見
山
温
『
露
清
外
交

　
の
研
究
』
（
東
京
、
一
九
七
七
年
）
七
五
～
七
七
頁
を
参
照
。

⑤
〉
．
9
剛
凶
曾
畠
曽
巨
。
口
霧
霞
℃
冤
8
護
×
丙
ω
窃
⑳
二
二
δ
8
で
門
畠
婁
。
き
厳
塁
臨

　
o
凶
閣
。
臣
㊦
δ
毛
箒
×
＜
H
H
H
国
口
笛
雪
。
×
H
×
o
遍
。
鵠
。
↓
嗣
凶
貫
ミ
竜
6
§
謙
6
§
ミ
馬
3

　
一
。
。
①
P
r
o
ぞ
．
ω
刈
一
お
’
〉
謡
■
〉
鋸
唱
8
炉
O
《
避
蓬
ま
ミ
ミ
。
§
恒
ミ
o
q
6
－

　
巴
塁
ミ
0
6
黛
軌
ミ
ミ
”
ご
5
匡
戸
卜
。
（
×
＜
凝
H
ロ
コ
契
γ
三
〇
〇
否
㌣
員
。
志
田
で
鶴
。
塑
も
①
9

　
0
ゼ
．
一
G
。
～
b
◎
ピ
切
8
召
。
ω
ロ
臣
国
ぴ
剛
×
闇
魯
竃
§
騰
竜
竃
①
o
ミ
ミ
雲
Q
℃
乳
臭
。
き
§
㌣

　
h
一
望
§
o
ミ
吉
ミ
§
§
が
。
著
．
O
c
。
～
お
’

⑥
国
．
O
。
聾
Φ
【
（
Φ
e
曽
鼠
Q
琶
。
・
。
馨
写
＆
牒
曾
譲
お
》
「
O
震
げ
牒
ω
■
｝
‘
『
e
§
⑳



一一 ｵ二七年の北京会議と清朝のサハリン中・南部進出（松浦）

　
き
p
｝
ρ
6
昼
署
．
認
◎
課
O
～
ゆ
灘
．

⑦
拙
稿
門
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
直
後
清
朝
の
ア
ム
ー
ル
川
左
岸
調
査
」
九
五
、
九

　
六
頁
を
参
照
。

⑧
〉
．
O
き
σ
鉾
9
・
、
患
§
§
ミ
鳴
譜
説
§
丸
鳶
N
醗
ゆ
O
の
融
く
p
6
刈
ρ
℃
P

　
　
一
謡
篇
刈
卜
⊃
’
（
以
下
9
こ
嘱
骨
§
§
㌧
N
亀
と
省
略
す
る
。
）

⑨
》
．
H
し
。
鵠
「
画
し
。
ω
Φ
喜
2
節
。
一
層
・
の
U
亀
。
・
飼
鋸
匪
。
α
q
鑓
冨
一
Φ
Φ
3
ρ
8
濠
9
§

　
熊
⑦
。
舞
①
。
・
σ
Q
σ
。
α
q
【
巷
ε
ρ
器
ω
巴
山
b
d
筐
互
滞
盤
⑦
藁
6
⇒
帥
す
b
g
ミ
貯
§
§

　
　
O
§
ミ
翁
§
q
§
8
誌
§
．
心
§
ミ
旨
．
§
馬
ミ
喝
§
b
8
【
δ
・
縣
㊦
α
Q
ゆ
。
σ
q
鑓
喜
昼

　
。
。
ρ
6
昼
餉
ム
ρ
①
。
。
一
お
．

⑩
ρ
○
聾
r
・
当
日
亀
§
婁
懸
隷
恥
ミ
ミ
§
強
ミ
寄
隷
§
℃
Q
計
し
Φ
芦
唱
．

　
　
ヨ
。
。
■
郎
。
碧
8
。
・
鍵
エ
匡
〆
§
h
§
蓬
竃
恥
6
§
ミ
詫
ミ
自
丙
。
ー
ミ
§
蝕
突
§

　
o
ミ
さ
§
§
ミ
も
弓
為
P
。
。
ρ

⑪
○
ロ
ご
津
邉
。
湊
。
箒
至
簿
曽
O
。
囚
℃
・
鵠
田
二
合
。
星
舞
蚤
。
。
§
⑦
謀
8
。
8
釜
票

　
　
零
凶
↓
聾
。
否
8
『
o
。
豊
凶
。
↓
・
。
二
。
“
ミ
8
蓬
h
ざ
零
ミ
よ
ミ
し
。
。
お
曽
ρ
自
で
』
O
ω
■

⑫
O
聾
Φ
炉
卜
塁
§
・
§
譜
貯
富
国
誉
ミ
※
§
隷
ら
N
魯
ワ
自
門
。
■
な
お
ベ
ー
リ
ン

　
　
グ
が
送
っ
た
地
図
帳
が
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
は
明
確
に

　
　
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
後
述
す
る
ゴ
ー
ビ
ル
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
ホ
マ

　
　
ン
の
地
図
帳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

⑬
ミ
8
さ
き
§
§
M
臭
ミ
ミ
、
建
ミ
ミ
ミ
諮
q
b
鰹
§
碧
羅
↓
o
竃
卜
⊃
Ψ
竃
。
。
器
ρ

　
　
H
8
ρ
自
マ
曽
ρ
。
。
い
。
O
．

⑭
暦
象
轟
き
§
ミ
ぎ
ミ
ミ
。
こ
ミ
。
ミ
窪
§
q
。
。
突
恥
㍉
象
b
。
も
琶
・
お
り
～
ま
①
■

⑮
○
磐
げ
拝
9
・
、
患
§
§
暴
箸
高
ご
～
ミ
◎

⑯
允
祥
が
雍
月
白
を
援
け
て
重
責
を
果
た
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
O
営
げ
拝

　
　
O
ミ
，
、
、
鴨
熔
§
§
嵩
舞
P
卜
。
G
。
し
月
．
（
【
七
二
九
年
｝
○
月
＝
二
日
付
け
ス
シ
エ
宛
書
簡
）

　
　
に
、
「
今
日
帝
国
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
十
三
王
子
」
と
あ
る
。

⑰
キ
8
き
ま
ミ
ミ
き
§
馬
。
ミ
さ
§
エ
§
。
壇
園
ミ
。
・
肉
竃
渇
呈
卜
。
も
愚
．
お
α
～

　
駆
卜
⊃
メ

⑱
寺
象
さ
き
§
ミ
§
誌
。
§
き
ミ
聖
§
q
較
園
ミ
¢
・
葵
偽
㍉
妄
N
。
ゼ
誌
も
。
メ

⑲
ミ
g
き
ま
ミ
謹
貯
蓬
僑
。
ミ
さ
ミ
塁
§
簡
呪
毫
題
葦
↓
0
7
麟
卜
。
‘
。
弓
■
お
メ

　
鼻
卜
。
o
。
■
門
石
の
山
」
は
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
蓬
髪
で
両
国
の
国
境
と
定
め
ら
れ
た
ア

　
　
ム
ー
ル
川
左
岸
の
山
脈
（
分
水
嶺
）
の
こ
と
で
あ
る
。

⑳
Φ
8
さ
ま
ミ
嵩
ミ
突
ミ
。
ミ
き
§
§
§
¢
・
眺
園
ミ
無
臭
↓
呈
N
。
弓
’
畠
。
。
一

　
麟
ω
9

⑳
O
窪
げ
F
O
§
，
患
§
§
詰
亀
も
昌
濾
■

⑫
〉
，
b
σ
■
田
曾
竃
β
○
訳
Ω
。
讐
蝉
〆
。
這
。
。
一
隻
＄
宍
切
・
懐
美
廓
ま
電
8
丙
蒙

　
　
『
8
「
欝
曾
‘
③
。
釜
7
；
↓
浮
び
ミ
羨
×
＜
麟
＝
需
罵
。
瞠
目
曾
。
じ
・
臣
鵠
×
＜
日
切
じ
。
こ

　
　
○
戸
苔
餌
厳
①
塁
葵
棊
8
”
9
§
皇
竃
し
・
塁
ミ
さ
藁
ミ
葵
3
ζ
。
。
臣
甲

　
員
。
＝
霊
ゼ
畏
し
逡
P
。
壱
．
刈
。
。
O
曽
刈
。
。
一
．
〉
鑑
で
。
。
・
・
曽
O
｛
電
話
き
窪
§
。
．
、
ミ
、
5

　
　
吾
。
・
S
§
ミ
o
O
§
§
♪
。
弓
』
。
。
・

⑳
団
■
⇔
づ
’
身
。
竜
8
欝
壽
葛
雪
国
m
5
・
胃
自
・
長
。
零
露
盃
鷲
三
く
四
。
宣
旨
δ
8
ζ
o
奮

　
　
＝
①
似
8
ω
二
三
享
欝
ヨ
⇒
。
↓
℃
。
。
。
ヨ
露
国
b
ご
。
顎
。
押
、
R
農
麺
－
8
§
呈
O
§
■

　
　
映
適
量
さ
誌
＆
蕊
亀
町
村
芝
鋤
。
・
．
噌
9
美
↓
自
①
謬
℃
9
箕
8
0
0
り
9
℃
．
雪
少

　
　
悼
圃
メ

⑳
4
。
巷
。
じ
自
p
顕
名
器
鵠
臣
。
・
腎
自
・
景
。
顎
窒
盃
鷺
m
蚕
。
望
膏
区
。
門
0
7
δ
冨
＝
。
α

　
　
8
ω
務
器
享
蚕
鷺
調
・
巷
二
四
綴
・
・
2
・
エ
⇔
ヴ
・
顎
聲
。
↓
マ
ミ
①
～
素
質
ρ

⑳
註
⑫
に
同
じ
。

⑳
拙
稿
「
一
七
〇
九
年
イ
エ
ズ
ス
会
士
レ
ジ
ス
の
沿
海
地
方
調
査
嚥
は
じ
め
に
註

　
　
①
を
参
照
。

⑳
》
．
し
d
。
ω
。
碧
。
p
鼠
r
乏
接
p
守
。
四
践
H
房
ω
霞
8
旨
象
お
5
・
年
。
轟
ヨ
冨

　
　
穿
窃
。
｛
9
δ
三
二
9
「
8
コ
口
「
巷
冨
β
ピ
．
≦
聾
Φ
門
（
⑦
e
”
ξ
§
”
ζ
g
巳
。
ダ

　
　
一
⑩
O
♪
唱
’
。
。
メ
Q
。
。
。
■
秋
月
俊
幸
㎎
日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
㎞
（
北
海

　
　
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
｝
九
九
九
年
）
八
三
～
八
七
買
な
ど
を
参
照
。
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⑳
　
拙
稿
「
一
七
〇
九
年
イ
エ
ズ
ス
会
士
レ
ジ
ス
の
沿
海
地
方
調
査
」
第
二
、
第
三

　
章
を
参
照
。

⑳
○
器
ぴ
F
9
ミ
曽
§
§
ミ
も
」
凝
’

⑳
註
⑳
に
同
じ
。

⑳
註
⑳
に
同
じ
。

⑫
　
一
六
｝
八
年
目
二
一
年
に
二
度
北
海
道
を
訪
れ
た
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
神
父
は
、
二

　
　
年
の
報
告
書
に
お
い
て
、
エ
ゾ
（
北
海
道
）
は
孤
立
し
た
島
で
あ
り
、
そ
し
て

　
エ
ゾ
と
大
陸
と
の
購
は
、
と
て
も
接
近
し
て
い
る
の
で
、
大
陸
の
馬
を
エ
ゾ
か
ら

　
望
見
で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
と
轡
い
た
。
そ
の
後
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
の
説
は
、
多
く
の

　
地
園
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
。
H
・
チ
ー
ス
リ
ク
編
『
北
方
探
検
記
輪
（
東
京
、
一

　
九
山
ハ
ニ
年
）
八
九
～
九
一
百
ハ
を
参
昭
島
。

⑳
　
即
O
o
困
象
①
ス
a
．
ソ
U
⑦
㌶
ψ
巨
監
8
曾
』
碧
。
ロ
①
［
匙
Φ
一
口
O
o
み
①
’
ζ
タ
・
ロ
午

　
。
。
臼
障
写
注
匿
臼
℃
曾
Φ
｝
．
O
田
に
σ
臨
ω
晶
こ
↓
げ
§
頓
象
P
P
一
。
。
O
G
。
も
添
8
．

⑭
註
⑳
に
同
じ
。

⑮
　
こ
の
地
図
は
、
中
国
第
一
歴
史
檎
案
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
Φ
6
舞
。
歯
慶
ミ
早

　
膏
さ
葛
。
ミ
訟
。
ミ
塁
§
。
6
呪
§
題
竃
”
擁
。
竃
蝉
。
↓
ワ
島
㊤
．
に
、
そ
の
写
真
が
掲

　
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ッ
ク
ス
氏
が
か
つ
て
紹
介
し
た
「
俄
独
口
図
」
一
　

　
枚
の
う
ち
の
一
枚
で
あ
ろ
う
。
≦
．
閃
琴
訂
噌
㌶
舞
Φ
【
芭
帥
魯
N
β
【
課
噴
き
σ
q
H
巷
謀
Φ

　
島
「
ζ
雪
＆
β
－
N
蝕
ρ
§
ミ
§
曳
、
§
浄
款
§
r
一
〇
ω
O
も
や
念
○
。
甲
凸
餅

⑳
ホ
マ
ン
が
一
七
二
三
年
に
作
成
し
た
地
図
に
つ
い
て
は
、
U
’
頃
畠
Φ
ρ
ミ
恥
8
、
，

　
帖
ら
ミ
出
§
恥
駄
§
さ
、
ミ
説
ら
ミ
ら
O
亀
§
－
い
O
巳
O
戸
鱒
O
O
押
や
㎝
頓
．
惜
し
む
ら
く

　
は
、
北
東
角
の
部
分
し
か
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ウ
ダ
州
か
ら
南
の
地
域
を
見
る

　
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑳
　
○
窪
ぴ
芦
9
、
誌
魯
§
§
、
§
Ψ
箸
．
霜
餅
　
同
日
に
允
祥
は
ゴ
ー
ビ
ル
ら
に
対
し

　
て
、
雍
正
帝
が
か
れ
ら
の
地
図
を
見
て
ほ
め
た
と
語
っ
て
い
る
の
で
、
地
図
は
そ

　
れ
ま
で
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

歯
等
8
竃
－
塁
§
寒
舞
§
o
ミ
竃
ミ
§
ミ
①
網
§
。
・
突
♪
8
7
轟
ち
目
ウ
お
0
’

⑲
贈
コ
葛
棊
9
臣
二
目
．
》
O
o
る
。
遷
β
・
国
塁
号
8
蕎
長
門
。
。
自
・
期
8
。
δ
臣
票

　
囲
腎
塾
呉
。
お
円
o
o
醤
巷
q
じ
d
P
8
で
■
N
譲
■

⑩
　
O
窪
ぴ
芦
O
ミ
越
落
§
魯
謹
鳴
も
■
謡
伊
（
一
七
五
二
年
付
け
ベ
ル
テ
ィ
エ
神
父
宛

　
の
書
簡
。
）
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第
三
章
　
北
京
会
議
後
の
清
朝
の
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
進
出

　
北
京
で
ロ
シ
ア
と
外
交
交
渉
を
行
な
っ
た
雍
正
五
年
（
一
七
二
七
）
以
降
、
清
は
積
極
的
に
サ
ハ
リ
ン
申
・
南
部
へ
の
進
出
を
は
か
っ
て
い

る
。
最
初
の
反
応
は
、
交
渉
の
直
後
に
起
こ
っ
た
。
ア
ム
ー
ル
川
下
流
の
辺
長
ダ
イ
ジ
ュ
が
、
ホ
ジ
ホ
ン
に
な
る
た
め
に
た
ま
た
ま
北
京
に
上

京
し
て
い
た
の
で
、
王
の
ひ
と
り
が
ダ
イ
ジ
ュ
と
会
っ
て
、
か
れ
に
サ
ハ
リ
ン
の
調
査
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
『
寧
古
塔
副
都
遷
衙
門
棺
案
』

第
～
八
冊
、
雍
正
八
年
五
月
十
日
の
条
に
、

　
　
　
フ
ィ
ヤ
カ
氏
族
ウ
ク
ト
ゥ
ン
村
の
ホ
ジ
ホ
ン
、
ダ
イ
ジ
ュ
が
次
の
如
く
申
し
ま
し
た
。
「
雍
正
五
年
に
妻
を
重
り
に
京
師
（
北
京
）
に
行
き
ま
し
た
と
き
、



一七二七年の北京会議と清朝のサハリン中・南部進出（松浦）

　
　
王
が
『
お
ま
え
の
祖
父
チ
ル
バ
ヌ
が
従
え
た
も
の
以
外
に
、
さ
ら
に
別
の
ひ
と
は
い
な
い
の
か
騙
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
『
わ
た
く
し
の
祖
父
が
従

　
　
え
ま
し
た
ク
イ
ェ
の
イ
ド
ゥ
イ
村
か
ら
か
な
た
二
十
臼
の
距
離
の
と
こ
ろ
に
、
ヒ
オ
国
の
人
が
お
り
ま
す
』
と
申
し
ま
し
た
。
王
は
、
『
お
ま
え
が
行
っ

　
　
て
、
こ
の
国
の
も
の
を
従
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
お
ま
え
が
自
分
で
従
え
て
こ
い
撫
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
…
…
」

　
　
　
①

と
み
え
る
。
文
中
の
ク
イ
ェ
は
、
ア
イ
ヌ
で
は
な
く
て
サ
ハ
リ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ド
ゥ
イ
は
サ
ハ
リ
ン
西
海
岸
の
村
で
あ
る
。
ヒ
オ
は
、

間
宮
林
蔵
の
い
う
シ
ー
川
（
ポ
ロ
ナ
イ
川
）
と
同
｝
の
こ
と
ば
で
、
ヒ
オ
国
と
は
、
そ
の
河
口
付
近
に
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
の
集
落
ダ
リ
カ
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
に
サ
ハ
リ
ン
の
北
部
か
ら
南
部
に
行
く
場
合
、
ふ
た
つ
の
ル
ー
ト
を
想
定
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
サ
ハ
リ
ン
の
西
海
岸
を

南
下
す
る
も
の
で
、
あ
と
の
ひ
と
つ
は
イ
ド
ゥ
イ
か
ら
東
に
進
ん
で
中
央
低
地
に
出
て
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
に
沿
っ
て
南
下
し
、
ダ
リ
カ
に
達
す
る

ル
ー
ト
で
あ
る
。
清
が
サ
ハ
リ
ン
の
中
・
南
部
に
進
出
す
る
の
に
利
用
し
た
ル
ー
ト
は
、
も
っ
ぱ
ら
後
者
で
あ
っ
た
。
引
用
文
に
い
う
王
は
、

ロ
シ
ア
と
の
交
渉
を
指
揮
し
て
い
た
恰
親
王
允
祥
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ダ
イ
ジ
ュ
の
引
見
が
い
つ
行
な
わ
れ
た
の
か
、
史
料
に
は
み
え
な
い
が
、

ロ
シ
ア
と
の
交
渉
と
並
行
し
て
か
、
ま
た
は
そ
の
直
後
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
王
は
、
チ
ル
バ
ヌ
が
か
つ
て
サ
ハ
リ
ン
に
行
っ
た
こ
と
を
知
っ

て
お
り
、
そ
の
チ
ル
バ
ヌ
の
孫
ダ
イ
ジ
ュ
が
上
京
し
た
の
で
、
か
れ
か
ら
サ
ハ
リ
ン
奥
地
の
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
ホ
ジ
ホ
ン
と
は
、
い
か
な
る
人
び
と
で
あ
ろ
う
か
。
十
八
世
紀
の
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
域
に
は
、
大
量
の
毛
皮
を
も
っ
て
、
北
京

に
上
京
す
る
住
民
が
い
た
。
清
は
か
れ
ら
に
禁
牢
義
旗
の
子
女
を
妻
と
し
て
与
え
、
ポ
ジ
ホ
ン
（
婿
）
と
呼
ん
だ
。
ポ
ジ
ホ
ン
が
清
に
献
上
し

た
銀
狐
皮
・
北
極
狐
皮
・
赤
狐
皮
・
黒
紹
皮
は
、
一
度
に
数
百
枚
に
も
の
ぼ
っ
た
。
か
れ
ら
は
一
度
帰
郷
し
た
後
に
、
再
度
上
京
す
る
こ
と
も

許
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
も
皇
帝
に
献
上
す
る
里
…
無
畜
・
里
…
招
皮
と
、
旅
費
の
黒
紹
皮
を
大
量
に
携
行
し
た
。
か
れ
ら
は
こ
れ
ら
の
毛
皮
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

入
手
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
ア
ム
ー
ル
川
の
北
岸
地
域
や
サ
ハ
リ
ン
な
ど
に
出
か
け
て
、
現
地
の
住
民
と
交
易
を
行
な
っ
た
。
広
い
領
域
を

ま
た
に
か
け
て
活
動
す
る
か
れ
ら
は
、
各
地
の
地
理
や
事
情
に
通
じ
て
お
り
、
清
は
辺
境
の
情
報
源
と
し
て
か
れ
ら
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ア
ム
ー
ル
下
流
の
ポ
ジ
ホ
ン
は
、
清
の
記
録
に
現
わ
れ
る
だ
け
で
も
、
二
十
人
余
り
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
サ
ハ
リ
ン
調
査
を
命
ぜ
ら

れ
た
ダ
イ
ジ
ュ
も
、
そ
の
中
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
族
か
ら
は
、
複
数
の
ポ
ジ
ホ
ン
が
現
わ
れ
て
お
り
、
祖
父
の
チ
ル
バ
ヌ
も
そ
う
で
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あ
っ
た
。
か
れ
ら
も
ま
た
、
交
易
の
た
め
に
遠
方
ま
で
出
か
け
て
い
た
。
た
と
え
ば
チ
ル
バ
ヌ
の
弟
は
、
康
煕
二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
ア
ム
ダ
ン
川
の
上
流
で
、
侵
入
し
て
き
た
ロ
シ
ア
人
の
た
め
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
が
故
郷
の
ウ
ク
ト
ゥ
ン
か
ら
ア
ム
ダ
ン
川
の
流
域

に
ま
で
出
か
け
た
理
由
も
、
毛
皮
を
購
入
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
チ
ル
バ
ヌ
が
イ
ド
ゥ
イ
に
行
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
ダ

イ
ジ
ュ
の
一
家
と
サ
ハ
リ
ン
の
住
罠
と
の
関
係
は
、
そ
の
前
後
か
ら
始
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
清
が
ダ
イ
ジ
ュ
に
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
に
対
す

る
試
験
的
な
調
査
を
委
ね
た
の
も
、
か
れ
の
行
動
力
と
知
識
を
頼
ん
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
話
を
も
と
に
戻
そ
う
。
ダ
イ
ジ
ュ
は
北
京
か
ら
戻
る
と
、
四
人
を
連
れ
て
、
犬
ぞ
り
を
飛
ば
し
サ
ハ
リ
ン
に
向
か
っ
た
。
前
掲
の
棺
案
は
続

い
て
、

　
　
わ
た
く
し
は
京
師
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
故
郷
に
戻
り
ま
す
と
、
わ
た
く
し
自
ら
四
人
を
連
れ
て
、
犬
ぞ
り
で
出
発
し
ま
し
た
。
六
日
行
っ
て
、
ク
イ
ェ
の
イ

　
　
ド
ゥ
イ
村
に
着
き
ま
し
た
。
イ
ド
ゥ
イ
村
か
ら
ヒ
オ
国
ま
で
は
、
二
十
日
余
り
で
到
着
し
ま
し
た
。
見
る
と
ヒ
オ
国
の
人
は
、
方
々
に
つ
ら
な
る
よ
う
に
、

　
　
七
、
八
な
い
し
十
余
戸
で
住
ん
で
い
ま
す
。
金
部
で
大
体
百
戸
余
り
に
み
え
ま
し
た
。
…
…
わ
た
く
し
は
み
な
に
向
か
っ
て
、
『
お
ま
え
た
ち
ヒ
オ
国
の

　
　
も
の
は
、
誰
に
も
所
属
し
な
い
。
お
ま
え
た
ち
は
み
な
従
え
。
従
え
ば
お
ま
え
た
ち
は
、
す
べ
て
の
マ
ン
ジ
ュ
が
き
た
と
し
て
も
、
大
丈
夫
で
あ
る
嚇
と

　
　
王
の
こ
と
ば
を
告
げ
ま
し
た
。
か
し
ら
の
チ
ジ
ャ
ウ
ク
イ
は
、
『
王
が
わ
れ
わ
れ
に
従
え
と
い
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
従
い
ま
す
』
と
琶
っ
て
、
…
…

　
　
二
十
戸
の
招
皮
二
十
枚
を
託
し
ま
し
た
。

と
述
べ
る
。
ダ
イ
ジ
ュ
が
サ
ハ
リ
ン
に
渡
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
雍
正
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
冬
で
あ
ろ
う
。
な
お
前
掲
の
棺
案
に
よ
れ

ば
、
ダ
イ
ジ
ユ
は
六
年
に
も
再
度
ヒ
オ
国
に
行
っ
て
、
ア
イ
ヌ
か
ら
さ
ら
に
十
枚
毅
皮
を
託
さ
れ
た
と
い
う
。
か
れ
は
そ
の
報
告
を
行
な
う
た

め
に
、
八
年
二
月
二
十
六
日
に
こ
れ
ら
の
　
皮
を
も
っ
て
ニ
ン
グ
タ
に
到
着
し
た
が
、
ニ
ン
グ
タ
将
軍
と
翻
都
統
は
、
そ
の
は
な
し
に
は
証
拠

が
な
い
と
却
け
て
い
る
。

　
さ
て
同
時
期
に
北
京
に
お
い
て
は
、
別
の
サ
ハ
リ
ン
調
査
計
画
が
進
行
し
て
い
た
。
雍
正
七
年
に
清
は
、
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
旗
人
の
一
行
を
サ
ハ

リ
ン
中
部
に
派
遣
す
る
。
前
述
し
た
噸
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
瞭
の
イ
ブ
ゲ
ネ
の
履
歴
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。
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一七二七年の北京会議と清朝のサハリン中・南部進出（松浦）

　
　
イ
ブ
ゲ
ネ
が
、
力
を
尽
く
し
て
働
い
た
こ
と
の
摺
子
。
…
…
委
署
駐
騎
校
シ
ョ
セ
と
と
も
に
、
東
海
の
島
に
あ
る
シ
サ
（
ω
冨
帥
）
国
の
情
報
を
得
る
た
め

　
　
に
、
フ
ィ
ヤ
カ
の
と
こ
ろ
に
至
り
、
わ
た
く
し
イ
ブ
ゲ
ネ
は
そ
こ
の
ダ
イ
ジ
ュ
、
ム
ケ
イ
な
ど
六
人
を
案
内
と
し
て
連
れ
て
、
ワ
ジ
村
か
ら
海
を
渡
り
ま

　
　
し
た
。
多
く
の
村
を
通
過
し
て
、
十
四
日
目
に
シ
エ
オ
川
の
河
口
に
（
達
し
、
そ
こ
に
）
住
む
ク
イ
ェ
の
ひ
と
が
シ
サ
国
と
の
交
易
で
得
た
よ
ろ
い
一
領
、

　
　
刀
～
振
り
、
漆
器
の
椀
と
皿
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
度
海
を
渡
っ
て
、
力
を
尽
く
し
て
働
き
ま
し
た
。
…
…

イ
ブ
ゲ
ネ
の
履
歴
書
で
は
、
調
査
の
年
月
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
『
三
姓
副
都
統
衙
門
棺
案
』
第
六
冊
、
乾
隆
八
年
二
月
二
十
九
日
の
条
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
、
こ
の
調
査
を
雍
正
七
年
と
し
て
い
る
。
『
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
』
に
い
う
ダ
イ
ジ
ュ
と
は
、
前
述
し
た
ポ
ジ
ホ
ン
の
ダ
イ
ジ
ュ
で
あ
る
。

当
時
ダ
イ
ジ
ュ
は
、
サ
ハ
リ
ン
中
部
の
調
査
に
不
可
欠
の
人
物
と
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
シ
ェ
オ
川
は
ヒ
オ
川
と
同
じ
で
、
当
時
の

シ
ー
川
、
今
日
の
ポ
ロ
ナ
イ
川
（
ホ
ロ
ナ
イ
川
）
に
あ
た
る
。
こ
の
と
き
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
は
、
ポ
ロ
ナ
イ
川
河
口
の
ダ
リ
カ
周
辺
か
ら
、
さ
ら
に

は
そ
の
南
に
ま
で
遊
ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
』
に
「
東
海
の
島
に
あ
る
シ
サ
国
の
情
報
を
得
る
た
め
に
」
と
あ
る
通
り
、
イ
ブ
ゲ
ネ
が
実
施
し
た
調
査
は
、
サ

ハ
リ
ン
と
シ
サ
国
と
の
関
係
を
調
べ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
寒
入
お
よ
び
日
本
を
意
味
す
る
満
洲
語
の
シ
サ
（
シ
サ
ン
）
は
、
ア
ム
ー
ル
下
流
に

住
む
先
住
民
の
雷
語
か
ら
入
っ
た
が
、
も
と
も
と
は
ア
イ
ヌ
語
の
シ
サ
ム
（
和
人
）
が
、
そ
の
語
源
で
あ
る
。
こ
の
と
き
す
で
に
清
は
サ
ハ
リ

ン
南
部
の
研
究
を
始
め
て
お
り
、
シ
サ
国
が
サ
ハ
リ
ン
の
南
に
位
置
す
る
こ
と
、
そ
し
て
エ
ゾ
（
日
本
）
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
推
定
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
本
土
産
の
よ
ろ
い
・
刀
・
漆
器
は
、
早
く
か
ら
北
海
道
に
移
出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
が
持
ち
帰
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

品
物
は
、
北
海
道
か
ら
サ
ハ
リ
ン
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
も
か
れ
ら
が
、
こ
れ
ら
の
品
物
を
日
本
製
品
と
識
別
で
き
れ
ば
、
シ
サ
国

は
エ
ゾ
の
こ
と
で
、
エ
ゾ
が
サ
ハ
リ
ン
の
南
に
位
置
す
る
こ
と
を
確
信
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
こ
の
た
び
の
調
査
は
、
お
そ
ら
く
規
模
も
小
さ
く
、
そ
の
お
り
に
住
民
の
ア
イ
ヌ
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
、
当
然
そ
の
戸
数
を
報
告
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
イ
ブ
ゲ
ネ
が
住
民
を
辺
民
に
組
織
し
た
と
い
う
史
料
は
、
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　
続
い
て
雍
正
十
年
に
も
、
清
は
旗
人
を
サ
ハ
リ
ン
の
南
部
に
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
遠
征
に
も
、
イ
ブ
ゲ
ネ
が
関
わ
っ
て
い
た
。
実
は
そ
の
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前
年
に
イ
ラ
ン
ハ
ラ
で
事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
た
め
に
佐
領
の
何
人
か
が
そ
の
地
位
を
追
わ
れ
て
、
イ
ブ
ゲ
ネ
も
そ
れ
に
連
座
し
て
、
亡
霊
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
ら
革
職
留
任
の
扱
い
に
な
っ
た
。
十
年
二
月
に
寧
古
塔
将
軍
チ
ャ
ン
デ
が
、
公
務
で
イ
ラ
ン
ハ
ラ
を
訪
れ
た
と
き
に
、
イ
ブ
ゲ
ネ
は
自
ら
チ

ャ
ン
デ
に
サ
ハ
リ
ン
遠
征
を
上
申
す
る
。
イ
ブ
ゲ
ネ
は
そ
れ
に
よ
り
功
績
を
上
げ
て
、
も
と
の
地
位
に
復
帰
し
よ
う
と
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

前
掲
の
ニ
ン
グ
タ
将
軍
チ
ャ
ン
デ
の
上
奏
文
に
は
、

　
　
わ
た
く
し
イ
ブ
ゲ
ネ
は
、
先
年
海
を
渡
っ
て
全
部
で
二
十
八
回
力
を
尽
く
し
て
働
き
ま
し
た
。
い
ま
海
島
に
住
み
な
が
ら
前
か
ら
従
わ
な
い
テ
メ
ン
・
キ

　
　
ト
ゥ
シ
ャ
ン
な
ど
十
四
村
に
も
、
み
な
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
わ
た
く
し
イ
ブ
ゲ
ネ
は
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
を
招
撫
し
に
行
き
た
い
と
思

　
　
い
ま
す
。

と
み
え
る
。
チ
ャ
ン
デ
が
四
月
十
一
日
に
、
こ
れ
を
雍
正
帝
に
上
奏
す
る
と
、
同
月
二
十
三
日
に
勅
旨
が
あ
り
、
軍
機
処
の
審
議
に
付
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
の
二
日
後
に
軍
機
処
は
、
イ
ブ
ゲ
ネ
に
調
査
を
行
な
わ
せ
た
い
と
圓
面
し
て
、
雍
正
帝
も
そ
れ
を
裁
可
し
た
。
イ
ブ
ゲ
ネ
の
上
申
は
、
個
人

的
な
動
機
か
ら
出
て
い
る
が
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
の
調
査
は
、
北
辺
の
安
定
を
は
か
る
清
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
チ
ャ
ン
デ
が
イ
ラ
ン
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ラ
を
訪
れ
た
理
由
は
、
三
春
と
狸
寝
の
辺
民
を
イ
ラ
ン
ハ
ラ
駐
防
の
八
旗
に
組
織
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
清
が
イ
ラ
ン
ハ
ラ
の
兵
力
を
増
強
し

た
背
景
に
は
、
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
周
辺
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
の
活
動
を
警
戒
す
る
意
図
が
あ
り
、
そ
れ
と
イ
ブ
ゲ
ネ
の
サ
ハ
リ
ン
遠
征
と
は
、

同
じ
延
長
上
に
あ
る
。
イ
ブ
ゲ
ネ
は
か
れ
の
提
案
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
を
予
期
し
て
、
調
査
の
継
続
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
は
、
同
年
五
月
二
十
七
日
に
イ
ラ
ン
ハ
ラ
を
出
発
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
に
向
か
っ
た
。
一
行
が
ど
の
程
度
の
人
員
か
ら
構
成
さ
れ

た
の
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
数
十
人
程
度
の
規
模
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
『
軍
機
処
満
文
録
副
髄
鞘
』
第
　
九
二
巻
号
第
五
号
、
雍
正
十
一
年
四

月
二
十
九
日
付
け
の
署
ニ
ン
グ
タ
将
軍
ド
ゥ
ラ
イ
の
上
奏
に
よ
る
と
、
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
は
、

　
　
七
月
一
一
十
五
日
に
海
島
に
あ
る
テ
メ
ン
・
キ
ト
ゥ
シ
ャ
ン
な
ど
の
地
に
到
着
し
て
、
チ
ョ
ミ
ン
氏
族
・
タ
オ
氏
族
・
ス
ル
ン
グ
ル
氏
族
・
ヤ
ダ
ン
氏
族
の

　
　
ク
イ
ェ
の
人
、
さ
ら
に
は
ネ
オ
デ
氏
族
・
ド
ゥ
ワ
ハ
氏
族
の
フ
ィ
ヤ
カ
た
ち
を
集
ま
ら
せ
て
、
皇
帝
は
万
民
を
撫
育
し
て
恩
恵
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
を
、

　
　
ひ
と
り
ひ
と
り
悟
ら
せ
る
よ
う
に
み
な
に
告
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ダ
ハ
タ
タ
な
ど
四
氏
族
の
ク
イ
ェ
の
も
の
、
お
よ
び
ワ
ハ
ブ
ヌ
ら
一
…
氏
族
の
フ
ィ
ヤ
カ
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一七二七年の北京会議と清朝のサハリン中・南部進出（松浦）

　
　
た
ち
は
、
と
も
に
み
な
喜
ん
で
、
す
す
ん
で
聖
主
に
従
い
、
毎
年
税
の
紹
皮
を
貢
納
し
た
い
と
願
っ
て
、
か
れ
ら
の
六
氏
族
十
八
村
、
百
四
十
六
戸
四
百

　
　
五
十
丁
が
、
各
戸
一
枚
ず
つ
税
の
黎
皮
を
貢
納
し
ま
し
た
。

と
、
遠
征
の
結
果
を
報
告
し
た
と
い
う
。
こ
れ
を
受
け
て
ド
ゥ
ラ
イ
は
、

　
　
ク
イ
ェ
の
入
ダ
ハ
タ
タ
た
ち
は
、
ヘ
ジ
ェ
フ
ィ
ヤ
カ
と
同
様
に
毎
年
媚
皮
の
税
を
貢
納
し
ま
す
の
で
、
彼
ら
に
も
ヘ
ジ
ェ
フ
ィ
ヤ
カ
の
例
の
通
り
、
ウ
リ

　
　
ン
の
衣
服
な
ど
を
褒
美
に
与
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
上
奏
し
た
。
ド
ゥ
ラ
イ
の
上
奏
は
軍
機
処
に
回
さ
れ
て
、
大
学
士
オ
ル
タ
イ
ら
が
検
討
の
後
に
、
ド
ゥ
ラ
イ
の
提
案
を
ほ
ぼ
了
承
し
た
上
で
、

雍
正
帝
に
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。
『
軍
機
処
満
文
録
副
書
摺
臨
第
一
五
三
二
巻
号
第
一
号
、
雍
正
十
一
年
五
月
二
十
二
日
付
け
の
大
学
士
オ

ル
タ
イ
ら
の
上
奏
に
、

　
　
こ
の
六
氏
族
十
八
村
の
も
の
は
、
数
が
多
い
の
で
、
長
た
ち
を
置
い
て
管
理
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
当
該
の
将
軍
の
と
こ
ろ
が
ら
、
六
氏
族
に

　
　
は
ハ
ラ
イ
ダ
各
一
名
、
十
八
村
に
は
村
ご
と
に
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
一
名
を
任
じ
て
管
理
さ
せ
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
。
任
じ
た
六
氏
族
の
ハ
ラ
イ
ダ
、

　
　
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
た
ち
の
名
は
、
い
つ
も
衙
門
に
報
告
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

と
あ
り
、
雍
正
帝
は
そ
の
通
り
認
め
た
。

　
そ
れ
ま
で
に
清
朝
の
勢
力
が
及
ん
で
い
た
の
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
北
部
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
イ
ブ
ゲ
ネ
が
目
標
に
し
た
テ
メ

ン
は
、
サ
ハ
リ
ン
中
央
の
大
河
ト
ゥ
イ
ミ
川
を
、
キ
ト
ゥ
シ
ャ
ン
は
イ
ド
ゥ
イ
の
南
方
、
西
海
岸
の
キ
ト
ウ
シ
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
ト
ゥ
イ

ミ
川
と
キ
ト
ゥ
シ
ャ
ン
よ
り
南
は
、
当
時
は
ま
だ
清
の
勢
力
圏
外
に
あ
っ
た
。
イ
ブ
ゲ
ネ
は
サ
ハ
リ
ン
の
六
氏
族
を
集
め
て
、
清
に
貢
納
を
す

る
よ
う
に
説
得
し
た
と
い
う
が
、
い
っ
た
い
か
れ
ら
は
ど
こ
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
受
壷
十
年
に
イ
ブ
ゲ
ネ
が
従
え
た
サ
ハ
リ
ン
の
六
氏
族
は
、
イ
ラ
ン
ハ
ラ
副
都
統
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
れ
ら
の
こ
と
を
ニ
ン
グ

タ
副
都
統
に
属
す
る
ヘ
ジ
ェ
フ
ィ
ヤ
カ
と
区
別
し
て
、
ク
イ
ェ
フ
ィ
ヤ
カ
と
呼
ぶ
。
『
三
姓
副
都
統
衙
門
繭
玉
』
に
は
、
イ
ラ
ン
ハ
ラ
副
都
統

が
各
年
度
に
ク
イ
ェ
フ
ィ
ヤ
カ
か
ら
徴
収
し
た
重
藤
を
、
ニ
ン
グ
タ
将
軍
（
の
ち
吉
林
将
軍
）
に
対
し
て
報
告
し
た
玉
案
が
残
っ
て
お
り
、
紹
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表
2
　
サ
ハ
リ
ン
の
辺
民
組
織
（
ク
イ
ェ
フ
ィ
ヤ
カ
の
ハ
ラ
イ
ダ
と
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
の
人
数
）

氏
　
族

　
　
乾
隆
八
年
　
　
（
一
七
四
三
）
〔
同
年
十
一
月
十
四
日
〕
①

　
　
世
嗣
十
九
年
　
　
（
一
七
五
四
）
〔
同
年
十
一
月
十
五
日
〕

　
乾
隆
二
十
五
年
　
（
～
七
六
〇
）
〔
同
年
十
一
月
九
日
〕

乾
隆
四
十
二
年
　
（
一
七
七
七
）
〔
同
年
十
月
十
日
〕

　
乾
隆
五
十
六
年
　
（
一
七
九
一
）
〔
同
年
十
一
月
五
日
〕

　
乾
隆
五
十
九
年
　
（
一
七
九
四
）
〔
同
年
十
一
月
五
日
〕

O
o
ヨ
写

∪
巳
ま
巻
2

O
巳
鐸
誘
毒

U
巳
蛍
葛
目

U
巳
ぼ
宮
遷

　
津
薫
巻
謬
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
三
人

　
日
農
蓄
匿
②
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
三
入

茗
8
号

≦
9
魯
β
昌
自

≦
接
匙
信
口
回

℃
雲
2
α
q
臨
誘
自

U
⑦
げ
ω
節
趣
①
建

　
】
）
曾
σ
q
。
。
騨
①
建
ガ
シ
ヤ
ン
イ
ダ
七
人

　
　
竃
Φ
犀
ぎ
β
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
七
人

U
5
く
磐
餌

富
身
叫
α
Q
ぞ
山
匿

愁
長
冨

一
望
一
団

愁
昌
冨

　
団
聾
践
巳
。
目
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
一
入

　
曜
普
跳
。
匹
。
目
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
一
人

6
。
。
（
↓
鋤
。
）

皮
強
陣

○
搾
．
。
℃
δ

　
　
○
搾
。
。
豆
。
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
一
人

　
　
O
ぽ
．
。
営
。
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
一
人

｛
ω
已
§
α
q
α
q
葺
β
（
ω
巳
量
α
Q
α
Q
自
旦

Ω
o
蝕

Ω
謀
岩
8
蓉

Ω
三
《
8
巴
鉱

　
　
区
鉱
ヨ
¢
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
ニ
人

　
　
室
隅
ぎ
¢
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
西
人

欄
薮
き

尾
四
げ
三
p
¢

団
菩
三
p
β

く
跨
三
p
β

鴫
。
9
置
誘
巳
餌
2

鴫
。
。
筐
愚
a
p
目
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
四
人

鴫
。
目
ま
闘
乱
簿
目
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
四
人

　
註
①
〔
〕
内
は
，
『
三
姓
副
都
統
衙
門
棺
案
』
の
該
当
箇
所
を
示
す
。

　
　
②
け
と
F
ゲ
と
犀
の
誉
き
違
い
，
術
字
の
p
な
ど
は
，
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

皮
の
数
と
と
も
に
各
氏
族
の
ハ
ラ
イ
ダ
や
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
の
名
も
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
乳
歯
に
は
、
居
住
地
が
欠
け
て
い
る
。

『
三
姓
副
都
統
衙
門
檎
案
』
か
ら
、
漫
事
八
年
か
ら
同
五
十
九
年
ま
で
の
名
を
拾
い
出
す
と
、
表
2
と
な
る
。

　
六
氏
族
の
居
住
地
に
つ
い
て
は
、
間
宮
林
蔵
の
『
北
夷
分
界
余
話
』
附
録
が
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
る
。
間
宮
は
、
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る

清
の
辺
民
組
織
の
起
源
に
つ
い
て
、
重
大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
で
、
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
か
ら
同
六
年
に
か
け
て
、
サ
ハ
リ
ン
と
ア

ム
ー
ル
川
下
流
を
調
査
し
た
と
き
に
、
行
く
先
々
の
古
老
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
て
、
そ
の
起
源
を
尋
ね
た
。
間
宮
が
行
な
っ
た
聞
き
取

り
調
査
の
う
ち
、
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
辺
民
組
織
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
記
憶
違
い
や
事
実
の
混
同
が
あ
り
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
を
要
す
る
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一一 ｵ二七年の北京会議と清朝のサハリン中・南部進出（松浦）

が
、
他
方
ニ
ヴ
フ
（
ス
メ
レ
ン
ク
ル
）
の
密
漁
組
織
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
史
実
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
表
2
に
あ
る
チ
ョ
ミ
ン
氏
族
の
ド
ゥ
ル
ビ
ヤ
ヌ
は
、
間
宮
の
い
う
イ
ト
イ
（
イ
ド
ゥ
イ
）
の
ト
ル
ベ
イ
ヌ
で
あ
る
。
チ
ョ
ミ
ン
氏
族
は
、
ニ

ヴ
フ
族
の
チ
ヨ
ミ
ピ
ン
氏
族
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
チ
ヨ
ミ
ピ
ン
氏
族
は
、
も
と
は
ア
ム
ー
ル
・
リ
マ
ン
の
チ
ヨ
ミ
村
に
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
ち
に
サ
ハ
リ
ン
に
渡
っ
て
、
そ
の
北
西
部
に
住
み
つ
い
た
と
い
う
。
チ
ョ
ミ
ン
氏
族
は
チ
ヨ
ミ
ピ
ン
氏
族
の
祖
先
で
、
こ
の
こ
ろ
は
イ
ド
ゥ

イ
に
居
住
し
た
の
で
あ
る
。
前
掲
の
『
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
』
に
は
、
チ
ョ
ミ
ン
氏
族
は
ク
イ
ェ
つ
ま
り
ア
イ
ヌ
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ

れ
は
事
実
で
は
な
い
。

　
次
に
間
宮
林
蔵
は
、
カ
ウ
ト
に
い
た
ウ
ル
ト
ゴ
ー
と
い
う
ハ
ラ
イ
ダ
の
名
を
あ
げ
る
。
カ
ウ
ト
（
ガ
オ
ト
）
と
い
う
地
名
で
ま
っ
さ
き
に
思

い
あ
た
る
の
は
、
サ
ハ
リ
ン
北
端
エ
リ
ザ
ベ
ト
岬
の
カ
ウ
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
そ
れ
は
該
当
し
な
い
。
こ
の
カ
ウ
ト
は
、
西
海
岸
の
ゴ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ト
の
こ
と
で
あ
り
、
ア
ム
ー
ル
河
口
の
対
岸
、
ヌ
エ
デ
岬
付
近
に
あ
っ
た
。
『
百
姓
副
都
度
衙
門
棺
案
睡
に
い
う
ネ
オ
デ
氏
族
の
名
は
、
地
名

の
ヌ
エ
デ
が
語
源
で
あ
ろ
う
。
イ
ブ
ゲ
ネ
が
招
撫
し
た
ネ
オ
デ
氏
族
は
、
ゴ
エ
ト
に
い
た
ニ
ヴ
フ
の
一
部
で
あ
る
。
ハ
ラ
イ
ダ
の
ウ
ル
ト
ゴ
ー

に
あ
た
る
人
物
は
、
表
2
の
ネ
オ
デ
氏
族
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
間
宮
が
見
分
し
た
十
九
世
紀
初
め
に
ハ
ラ
イ
ダ
を
継
承
し
て
い
た
モ
ツ
ケ
イ

ヌ
は
、
豊
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）
に
貢
納
し
た
ネ
オ
デ
氏
族
の
ハ
ラ
イ
ダ
、
メ
キ
ヌ
に
発
音
が
近
く
、
同
一
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。

　
続
い
て
間
宮
は
、
東
海
岸
の
ト
ワ
ガ
ー
（
別
名
メ
ル
コ
ア
ー
）
に
ハ
ラ
イ
ダ
が
い
た
こ
と
を
記
す
が
、
地
名
の
ト
ワ
ガ
！
は
、
氏
族
名
ド
ゥ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ハ
の
発
音
と
近
い
。
サ
ハ
リ
ン
に
住
む
ニ
ヴ
フ
族
の
う
ち
、
東
海
岸
に
住
む
氏
族
の
名
称
は
、
集
落
名
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。

ド
ゥ
ワ
ハ
は
地
名
ト
ワ
ガ
ー
（
ド
ゥ
ワ
ハ
）
か
ら
起
こ
っ
た
氏
族
名
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
三
氏
族
は
、
サ
ハ
リ
ン
北
部
の
ニ
ヴ
フ
に
属
す
。

　
残
る
三
氏
族
が
、
中
・
南
部
の
ア
イ
ヌ
で
あ
る
。
粛
正
五
年
に
ダ
イ
ジ
ュ
が
、
初
め
て
ダ
リ
カ
を
訪
れ
た
と
き
、
そ
の
か
し
ら
は
チ
ジ
ャ
ウ

ク
イ
と
称
し
、
そ
の
他
に
ヤ
ラ
チ
（
ヤ
ル
チ
）
な
ど
五
人
の
名
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
五
年
後
に
イ
ブ
ゲ
ネ
が
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
に
進

出
し
た
と
き
に
は
、
か
れ
ら
の
名
は
現
れ
ず
、
ダ
ハ
タ
タ
な
る
人
物
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
ダ
ハ
タ
タ
の
居
住
地
は
、
不
明
で
あ
る
。

『
止
血
副
行
体
衙
門
年
式
』
は
、
乾
隆
以
降
の
部
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
補
正
十
年
の
段
階
で
だ
れ
が
ハ
ラ
イ
ダ
に
任
じ
ら
れ
た
か
は
、
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明
確
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
こ
こ
で
ふ
た
た
び
表
2
に
戻
る
と
、
三
氏
族
の
う
ち
、
ダ
リ
カ
（
タ
ラ
イ
カ
）
村
に
暮
ら
し
て
い
た
の
は
、
ト
ー
（
タ
オ
）
氏
族
で
あ
る
。

ハ
ラ
イ
ダ
の
ヤ
ル
チ
は
、
上
述
し
た
ヤ
ラ
チ
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
な
お
乾
隆
五
十
二
年
の
項
に
み
え
る
ハ
ラ
イ
ダ
の
オ
コ
ピ
オ
は
、
『
カ

ラ
フ
ト
ナ
ヨ
ロ
文
書
』
第
一
号
（
乾
隆
四
十
年
王
月
二
十
日
）
に
現
れ
、
ま
た
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
サ
ハ
リ
ン
東
海
岸
を
見
分
し
た
中
村
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

市
郎
『
唐
太
雑
記
』
に
お
い
て
は
、
タ
ラ
イ
カ
の
ヲ
ツ
コ
ヒ
ウ
ケ
（
ヲ
ツ
コ
ビ
ウ
ゲ
）
と
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
さ
ら
に
シ
ュ
ル
ン
グ
ル
（
ス
ル
ン
グ
ル
）
氏
族
は
、
ダ
リ
カ
か
ら
南
に
一
日
程
に
あ
る
ク
タ
ン
ギ
（
コ
タ
ン
ケ
シ
）
に
居
住
し
て
い
た
。
ハ
ラ

イ
ダ
の
チ
チ
ャ
イ
は
、
乾
隆
七
年
に
キ
ジ
村
で
起
こ
っ
た
殺
傷
事
件
で
被
害
に
遭
っ
た
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
関
係
者
で
あ
る
。
シ
ュ
ル
ン
グ
ル

と
ト
ー
の
両
氏
族
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
親
密
な
間
柄
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
残
る
ヤ
ダ
ン
氏
族
は
、
西
海
岸
ナ
ヨ
ロ
に
拠
っ
た
ア
イ
ヌ
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
間
宮
他
の
和
人
探
検
家
の
記
録
に
詳
し
い
。
表

2
に
お
い
て
、
乾
隆
八
年
か
ら
ハ
ラ
イ
ダ
で
あ
っ
た
ヤ
ビ
リ
ヌ
と
、
同
じ
く
四
十
二
年
以
降
に
ハ
ラ
イ
ダ
で
あ
っ
た
ヨ
チ
ヒ
ヤ
ン
ダ
ヌ
（
ヨ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

キ
ヤ
ン
ダ
ヌ
）
は
、
和
人
に
は
ヤ
エ
ビ
ラ
カ
ン
と
ヨ
ー
チ
イ
テ
ア
イ
ノ
（
楊
忠
貞
）
の
名
で
知
ら
れ
て
い
た
。
間
宮
林
蔵
が
ナ
ヨ
ロ
村
を
訪
れ
た

と
き
に
は
、
す
で
に
子
の
ヤ
エ
ン
ク
ル
ア
イ
ノ
に
代
替
り
し
て
い
た
の
で
、
ヨ
ー
チ
イ
テ
ア
イ
ノ
は
そ
の
前
に
死
亡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
清
が
こ
れ
ら
の
ア
イ
ヌ
を
ハ
ラ
イ
ダ
に
任
じ
た
理
由
は
、
明
白
で
あ
る
。
ク
タ
ン
ギ
を
含
む
ダ
リ
カ
周
辺
の
地
域
は
、
イ
ド
ゥ
イ
か
ら
発
す

る
東
海
岸
ル
ー
ト
と
、
北
海
道
か
ら
北
上
す
る
交
易
ル
ー
ト
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
一
方
ナ
ヨ
ロ
も
ま
た
、
東
海
岸
と
西
海
岸
を

つ
な
ぐ
士
道
が
存
在
す
る
ポ
ヤ
ソ
ク
地
峡
を
据
す
る
地
点
に
あ
っ
て
、
両
者
に
は
中
国
や
日
本
か
ら
物
資
が
集
ま
っ
て
き
た
。
乾
隆
十
六
年
か

ら
編
集
作
業
を
開
始
し
た
謝
遂
『
工
臨
図
』
巻
込
「
与
野
（
ク
イ
ェ
）
」
に
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
に
関
し
て
、

　
　
ク
イ
ヱ
は
、
東
海
の
島
の
ヤ
ダ
ン
、
ダ
リ
カ
ン
な
ど
の
地
方
に
居
住
す
る
。
男
は
つ
む
じ
よ
り
前
の
頭
髪
は
剃
っ
て
、
後
の
頭
髪
は
残
し
て
お
く
。
伸
び

　
　
て
肩
ま
で
届
い
た
ら
勢
る
…
…

　
　
　
⑲

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
ヤ
ダ
ン
を
誤
っ
て
地
名
の
如
く
扱
っ
て
い
る
が
、
ヤ
ダ
ン
氏
族
が
い
た
西
海
岸
の
ナ
ヨ
ロ
周
辺
を
指
す
。
一
方
ダ
リ
カ
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ン
は
、
『
三
重
盗
都
統
衙
門
棺
案
』
な
ど
に
い
う
ダ
リ
カ
の
こ
と
で
あ
る
。
ト
ー
氏
族
や
シ
ュ
ル
ン
グ
ル
氏
族
な
ど
が
居
住
し
た
ポ
ロ
ナ
イ
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
河
口
、
タ
ラ
イ
カ
湖
周
辺
で
あ
る
。
ダ
リ
カ
周
辺
と
ナ
ヨ
ロ
は
、
か
つ
て
サ
ハ
リ
ン
南
部
に
住
む
ア
イ
ヌ
の
二
大
中
心
地
で
あ
っ
た
。
清
は
、

二
つ
の
勢
力
を
代
表
す
る
有
力
者
三
人
を
選
ん
で
、
ハ
ラ
イ
ダ
に
任
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
掲
の
『
軍
機
処
満
文
台
盤
皆
勤
』
に
よ
る
と
、
雍
正
十
年
に
清
は
ま
た
、
従
え
た
サ
ハ
リ
ン
の
十
八
村
に
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
を
｝
人
ず
つ
置

い
た
と
い
う
が
、
表
2
の
乾
隆
五
十
六
年
と
五
十
八
年
の
項
を
み
る
と
、
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
は
全
部
で
十
八
人
に
い
る
。
十
八
と
い
う
数
字
は
、

雍
正
十
年
の
人
数
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
ア
イ
ヌ
に
属
す
る
の
は
、
七
人
で
あ
る
。
表
を
み
る
と
、
東
海
岸
に
い
た
ト
ー
氏
族
の
も
と
に

は
か
シ
ャ
ン
イ
ダ
一
人
、
シ
ュ
ル
ン
グ
ル
氏
族
に
は
二
入
、
そ
し
て
西
海
岸
の
ヤ
ダ
ン
氏
族
に
は
、
四
人
の
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
が
存
在
し
た
こ
と

に
な
る
。
間
宮
林
蔵
は
、
カ
ー
シ
ン
タ
（
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
）
を
名
乗
る
ア
イ
ヌ
が
東
海
岸
で
は
ナ
イ
ブ
ツ
、
シ
ョ
ユ
ン
コ
タ
ン
、
フ
ヌ
ツ
プ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

計
三
人
、
西
海
岸
で
は
ナ
ヨ
ロ
、
ラ
イ
チ
シ
カ
、
ウ
シ
ョ
ロ
に
計
四
人
、
全
部
で
七
人
い
た
と
証
言
し
て
お
り
、
棺
案
の
記
載
と
一
致
す
る
。

清
が
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
に
任
じ
た
人
物
も
ま
た
、
現
地
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
か
ら
ア
イ
ヌ
の
ハ
ラ
イ
ダ
と
ガ
シ
ャ
ン
イ
ダ
は
、
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
の
東
西
両
岸
に
広
く
分
布
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
段
階
で
清
は
サ
ハ
リ
ン
の
南
部
ま
で
、
勢
力
下
に
置
く
こ
と
に
成
功
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
清
の
官
製
地
図
で
は
清
一
代
を
通
じ
て
、

『
皇
輿
全
覧
図
瞼
に
起
源
を
も
つ
「
く
偏
の
字
型
の
サ
ハ
リ
ン
、
つ
ま
り
サ
ハ
リ
ン
の
北
半
分
を
描
く
だ
け
で
、
新
た
に
併
合
し
た
南
半
分
を

書
き
足
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
清
の
勢
力
範
囲
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
イ
ブ
ゲ
ネ
ら
の
一
行
に
は
、
測
量
技
術
を
習
得
し
た
人

物
が
い
な
く
て
、
そ
の
た
め
に
観
測
資
料
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
清
の
勢
力
が
サ
ハ
リ
ン
の
南
端
近
く
に
達
し
た
こ
と
は
、
既
存
の
文
献
に
よ
っ
て
も
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
掲
の
『
職
貢
図
鰯
に
お

い
て
は
、
前
半
部
分
で
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
が
二
大
勢
力
か
ら
な
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、
こ
れ
が
正
確
な
記
述
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
半
部
分
で
、
男
た
ち
が
頭
髪
の
前
半
分
を
剃
っ
て
い
た
こ
と
を
記
す
が
、
同
様
の
事
実
は
、
和
人
の
探
検
家
、
中
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

小
市
郎
と
間
宮
林
蔵
も
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
二
十
世
紀
中
葉
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
成
人
男
子
は
、
頭
頂
を
通
り
両
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耳
を
結
ぶ
線
を
境
に
、
そ
れ
よ
り
前
方
の
頭
髪
は
す
べ
て
剃
り
、
そ
れ
よ
り
後
方
の
頭
髪
は
そ
の
ま
ま
後
ろ
に
流
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

北
海
道
ア
イ
ヌ
は
、
頭
髪
の
生
え
際
を
剃
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
面
積
は
狭
く
、
ま
た
頭
髪
も
左
右
に
分
け
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。

頭
髪
の
前
半
分
を
剃
る
と
い
う
慣
習
は
、
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
職
貢
図
』
は
、
客
観
的
な
事
実
に
も

と
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
清
が
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
社
会
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
な
お
こ
の
と
き
清
に
従
っ
た
六
氏
族
の
蛋
民
は
、
イ
ラ
ン
ハ
ラ
副
都
統
の
所
管
と
な
り
、
毎
年
ア
ム
ー
ル
下
流
地
方
に
お
い
て
イ
ラ
ン
ハ
ラ

か
ら
派
遣
さ
れ
る
旗
人
に
、
翻
皮
を
貢
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
多
く
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
中
・
南
部
に
居
住
し
た
の
で
、
か
れ
ら
が
ア

ム
ー
ル
の
下
流
地
方
に
旅
行
す
る
と
き
に
は
、
北
西
海
岸
か
ら
大
陸
に
渡
り
、
山
越
え
し
て
キ
ジ
湖
に
出
て
ア
ム
ー
ル
に
入
る
の
が
ふ
つ
う
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
清
は
、
貢
納
地
点
を
途
中
の
キ
ジ
に
決
め
た
の
で
あ
る
。

　
雍
正
十
年
の
時
点
で
清
は
、
サ
ハ
リ
ン
の
南
部
ま
で
そ
の
勢
力
を
伸
ば
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
が
孤
立
し
た
島
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
住
民
の
ア

イ
ヌ
が
、
日
本
か
ら
も
ロ
シ
ア
か
ら
も
支
配
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
確
か
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
に
満
足
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
清
の

サ
ハ
リ
ン
調
査
は
、
こ
れ
で
ひ
と
ま
ず
収
束
に
向
か
う
。
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①
　
中
国
第
一
歴
史
撹
居
館
で
は
、
こ
の
棺
冊
を
雍
正
七
年
の
も
の
と
す
る
が
、
表

　
紙
の
文
字
が
八
年
と
読
め
る
こ
と
と
、
そ
の
内
容
か
ら
、
わ
た
し
は
雍
正
八
年
と

　
考
え
る
。

②
拙
稿
「
十
八
世
紀
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
の
ポ
ジ
ホ
ン
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第

　
五
十
五
巻
第
二
号
、
　
～
九
九
六
年
）
を
参
照
。

③
註
②
に
同
じ
。
表
1
と
表
5
を
参
照
。

④
『
寧
古
塔
副
都
岡
衙
門
樒
案
内
第
八
冊
、
康
煕
二
十
二
年
正
月
二
十
六
日
の
条
。

　
「
ウ
ク
ト
ゥ
ン
村
の
チ
ル
バ
ナ
の
弟
」
と
あ
る
が
、
チ
ル
バ
ヌ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑤
遼
寧
省
棺
案
古
墨
『
三
蔵
副
都
統
衙
門
満
文
棺
案
訳
編
』
（
遼
溶
書
社
、
一
九

　
八
四
年
）
の
第
六
五
号
棺
案
は
、
そ
の
中
国
語
訳
で
あ
る
。

⑥
ア
イ
ヌ
の
問
で
、
ア
イ
ヌ
固
有
の
よ
ろ
い
と
と
も
に
、
日
本
製
の
よ
ろ
い
（
当

　
世
具
足
）
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
末
永
雅
雄
・
伊
東
信
雄
『
挫
甲

　
の
系
譜
隔
（
雄
山
閣
、
一
九
七
九
年
）
八
五
～
九
五
頁
を
参
照
。
ま
た
ア
イ
ヌ
が

　
日
本
製
の
刀
剣
や
漆
器
を
重
要
視
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
菊
池
勇
夫
『
北
方
史

　
の
な
か
の
近
世
B
本
隔
（
校
倉
雷
房
、
　
一
九
九
四
年
）
　
一
二
六
、
　
＝
一
七
頁
、
さ

　
ら
に
日
本
製
漆
器
が
、
ア
ム
ー
ル
川
下
流
地
方
に
運
ば
れ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
に

　
つ
い
て
は
、
大
塚
和
義
編
『
ラ
ッ
コ
と
ガ
ラ
ス
玉
』
（
国
立
民
族
学
博
物
館
、
二

　
〇
〇
～
年
）
　
一
八
、
　
～
九
頁
を
参
照
。

⑦
『
三
姓
副
都
統
衙
門
棺
案
』
第
六
冊
、
乾
隆
八
年
三
月
三
日
の
条
に
、
次
の
如

　
く
い
う
。
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（
醗
三
校
イ
ブ
ゲ
ネ
は
）
（
雍
正
）
九
年
六
月
中
に
、
原
頭
で
あ
っ
た
エ
ル

　
　
　
ヒ
オ
の
事
件
で
私
情
に
と
ら
わ
れ
か
ば
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
級
降
し
て
調

　
　
　
用
す
る
と
こ
ろ
を
、
当
該
将
軍
が
例
に
従
っ
て
保
題
し
て
革
職
留
任
さ
せ
た
。

　
革
職
留
任
と
は
、
免
職
し
た
上
で
、
な
お
職
務
を
続
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
大

　
野
晃
嗣
「
清
累
加
級
考
」
（
『
史
林
二
仏
八
十
四
巻
第
六
号
、
二
〇
〇
一
年
目
　
一
四

　
頁
を
参
照
。

⑧
『
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
』
第
四
九
巻
号
第
二
号
、
雍
正
十
年
四
月
二
十
五
日

　
付
、
大
学
士
オ
ル
タ
イ
の
上
奏
。
第
～
九
二
巻
号
第
五
号
、
回
信
十
一
年
四
月
二

　
十
九
日
付
、
曲
目
ン
グ
タ
将
軍
ド
ゥ
ラ
イ
の
上
奏
。

⑨
㎎
軍
機
処
満
文
録
副
奏
摺
』
第
四
九
巻
号
第
一
号
、
雍
正
十
年
四
月
十
一
日
付
、

　
ニ
ン
グ
タ
将
軍
チ
ャ
ン
デ
の
上
奏
。
拙
稿
「
一
八
世
紀
の
ア
ム
ー
ル
川
中
流
地
方

　
に
お
け
る
民
族
の
交
替
」
（
『
東
洋
学
報
撫
第
七
九
巻
第
三
号
、
一
九
九
七
年
）
第

　
二
章
を
参
照
。

O　Q）　＠＠＠　lp

註
⑧
に
同
じ
。

間
宮
林
蔵
『
北
夷
分
界
余
話
』
　
一
〇
二
頁
を
参
照
。

9
δ
出
美
Ψ
℃
o
琶
国
。
詠
8
0
冨
6
・
霞
切
×
畠
も
壱
」
8
～
一
逡
’

吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
（
続
編
）
四
八
三
頁
を
参
照
。

9
δ
嶺
美
Ψ
勺
。
泪
。
切
。
詠
8
0
冨
切
嚢
。
葺
×
o
。
謡
曽
。
壱
」
○
。
9

『
三
夏
副
三
夏
衝
門
回
雪
』
第
七
冊
、
乾
隆
八
年
十
月
二
十
八
日
の
条
。

お
　
わ
　
り
　
に

（『

O

　
姓
副
血
統
衙
門
満
文
棺
案
訳
編
』
第
一
四
四
号
棺
案
は
、
そ
の
中
国
語
訳
で
あ

　
る
。
）

⑯
浦
曲
ラ
フ
ト
ナ
ヨ
ロ
文
書
㎞
の
テ
キ
ス
ト
は
、
池
上
二
良
「
カ
ラ
フ
ト
の
ナ
ヨ

　
ロ
文
書
の
満
州
文
扁
（
噸
ツ
ン
グ
ー
ス
・
満
洲
諸
語
資
料
訳
解
』
北
海
道
大
学
図
書

　
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年
）
に
拠
る
。
と
く
に
四
四
六
、
四
六
二
頁
追
記
を
参
照
。

　
ま
た
高
倉
新
一
郎
編
『
犀
川
会
資
料
㎞
（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
　
九
八

　
一
～
年
）
六
三
八
、
六
四
三
頁
を
参
照
。

⑰
註
⑮
に
同
じ
。

⑱
　
洞
富
雄
噸
樺
太
史
研
究
』
（
東
京
、
　
九
五
六
年
目
｝
四
六
～
一
四
八
頁
を
参

　
照
。

⑲
荘
吉
発
一
志
遂
《
職
貢
図
》
満
文
図
説
校
注
』
（
台
北
故
宮
博
物
院
、
一
九
八

　
九
年
）
　
七
六
、
一
七
七
頁
を
参
照
。

⑳
タ
ク
サ
ミ
他
著
、
熊
野
谷
葉
子
訳
糊
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
文
化
㎞
（
明
石
書

　
店
、
一
九
九
八
年
）
一
二
｝
頁
を
参
照
。

⑳
間
宮
林
蔵
『
北
夷
分
界
余
話
』
｝
〇
四
頁
を
参
照
。

⑫
　
中
村
小
市
郎
『
唐
太
雑
記
』
（
『
犀
川
会
資
料
睡
所
収
）
六
三
七
、
六
三
八
、
六

　
四
七
頁
、
間
宮
林
蔵
『
北
夷
分
界
余
話
』
王
四
頁
等
を
参
照
。

⑳
　
児
玉
作
左
衛
門
・
伊
藤
昌
一
「
ア
イ
ヌ
の
髪
容
の
研
究
」
（
『
北
方
文
化
研
究
報

　
告
』
第
五
輯
、
一
九
四
一
年
）
一
一
、
四
四
～
四
八
、
五
二
～
五
四
頁
を
参
照
。

　
ア
ム
ー
ル
下
流
・
サ
ハ
リ
ン
地
方
は
、
清
の
領
域
内
で
は
最
辺
境
の
地
域
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
清
の
ロ
シ
ア
政
策
に
お
い
て

は
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
清
は
十
七
世
紀
末
以
来
、
こ
の
地
域
で
た
び
た
び
地
理
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
中
央
の
政
治
動

向
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
。
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
締
結
直
後
に
実
施
さ
れ
た
ア
ム
ー
ル
川
左
岸
の
調
査
や
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
レ
ジ
ス
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ら
が
行
な
っ
た
沿
海
地
方
の
調
査
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
清
の
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
進
出
も
、
雍
正
五
年
（
一
七

二
七
）
に
開
催
さ
れ
た
ロ
シ
ア
と
の
北
京
会
議
が
、
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　
清
の
勢
力
拡
大
の
結
果
、
サ
ハ
リ
ン
中
・
南
部
の
ア
イ
ヌ
は
辺
民
に
組
織
さ
れ
て
、
清
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
ア
ム
ー
ル
下
流
地
方
を
中
心
と
す
る
経
済
圏
が
、
周
辺
に
拡
大
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
と
ア
ム
ー
ル
下
流
地
方
と
の
問
で
は
、
経
済
的
な

交
流
が
活
発
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
こ
の
時
代
に
は
交
易
を
め
ぐ
っ
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
紛
争
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
見
逃

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
一
般
に
清
の
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
統
治
は
、
強
力
で
も
永
続
的
で
も
な
か
っ
た
。
キ
ャ
フ
タ
条
約
以
後
、
清
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
が

安
定
し
て
、
両
国
の
間
に
は
平
和
が
永
く
続
い
た
の
で
、
清
は
最
後
ま
で
ア
ム
ー
ル
川
の
下
流
地
域
に
、
旗
人
を
常
駐
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
し
て
緯
書
七
年
（
一
七
四
二
）
に
キ
ジ
村
に
お
い
て
、
掛
け
売
り
の
ト
ラ
ブ
ル
が
原
因
で
、
ア
イ
ヌ
が
殺
傷
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
て

か
ら
は
、
清
は
サ
ハ
リ
ン
の
問
題
に
消
極
的
に
な
っ
て
、
十
八
世
紀
末
に
な
る
と
、
清
の
旗
人
が
サ
ハ
リ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な

　
　
　
①

く
な
っ
た
。

①
こ
の
の
ち
の
清
朝
と
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
十
八

　
世
紀
の
サ
バ
り
ン
交
易
と
キ
ジ
事
件
扁
（
『
京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
紀
要
㎞
第
十

巻
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
京
都
大
学
総
合
入
問
学
部
教
授

）
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The　Origin　of　Tone刀祢

by

TORAO　Tatsuya

　　In　ancient　Japanese　historical　records，　we　can　fmd　two　uses　of　the　word　Tone

刀祢．One，　which　I　w皿l　call“Tone　A，”is　a　general　name　for　the　othcials　of　the

bureaucracy，　seen　mostly　in　the　records　of　rituals．　The　second，　which　1　will　call

“Tone　B，”　referred　to　influential　men　in　towns　and　villages．　To　this　point，　there

has　been　no　explanation　of　the　relationship　between　these　two　types　of　Tone．

This　paper　aims　to　clarify　the　relation　by　investigating　the　origin　of　the　Japanese

word　that　is　pronounced　tone，　and　not　the　Chinese　characters　whtten刀祢．

Based　mainly　on　an　examination　of　examples　aRd　the　usage　of　ToRe　A，　this　paper

argues　that　Tone　is　an　abbreviated　form　of　the　word　Toneri’舎人，　referring　to

royal　attendants，　the　origin　of　which　could　be　Tono－iri殿入，　mean｛ng　entering　a

palace　to　serve．　The　paper　also　argues　that　before　the　8th　century，　Tone　may

have　been　used　to　refer　to　any　man　who　served　a　king　in　either　an　othcial　or

unoeecial　capacity．　The　paper　concludes　that　after　the　8th　century，　as　far　as　the

govemment　was　concerned，　the　use　of　the　word　Tone　was　limited　to　references

participants　in　rituals，　which　1　have　called　Tone　A．　On　the　other　hand，　Tone　B

conimued　to　be　used　in　the　local　societies，　as　it　had　been　previousiy．

The　Peking　Conference　of　1727　and　the　Advance　of　the　Qing

　　　　　　into　the　Central　and　Southern　Parts　of　Sakhalin

MATSUURA　Shigeru

　　In　1690　（the　twenty－ninth　year　of　the　Kangxi　reign）　the　Qing

government　dispatched　nine　investigative　parties　to　the　regions　on　the　left

bank　of　the　Amur　River　in　order　to　certify　the　border　with　Russia，　which

had　been　determined　by　the　Treaty　of　Nerchinsk　the　previous　year．　One

of　the　parties　reached　the　northern　part　of　the　Sakhalin．　Then，　in　1709
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and　1711　the　Qing　again　dispatched　parties　to　the　Maritime　Province　and

the　northern　part　of　Sakhalin　in　order　to　create　a　new　map　of　East　Asia，

‘‘she　Map　of　a　Comprehensive　View　of　Imperial　Territory”皇輿全覧図．

But　the　parties　were　unable　to　investigate　the　central　and　southem　parts

of　Sakhalin．

　　In　1726　（the　fourth　year　of　Yongzheng　reign）　and　1727，　the　Qing　and

Russian　governments　entered　diplomatic　negotiations　in　Peking　concerning

the　border　between　the　two　countries．　They　discussed　the　demarcation

lines　of　not　only　the　Mongol　district　but　also　the　Uda　River　district，　which

had　not　been　settled　during　the　negotiations　for　the　Treaty　of　Nerchinsk．

On　this　occasion　the　two　countries　ekchanged　and　examined　each　other’s

maps．　The　Russian　ambassador　provided　the　Qing　ambassadors

Homann’s　atlas，　in　which　there　was　depicted　an　enormous　Kamchatka

peninsula　to　which　the　legendary　land　of　Yezo　had　been　appended　in　the

south．

　　Ultimately，　the　two　countries　were　unable　to　decide　on　the　border　in

the　Uda　ruver　district　at　the　Pekmg　conference，　and　the　Russian　view

that　Yezo　was　the　territory　of　Russia　caused　alarm　within　the　Qing

government．　Therefore　immediately　after　the　conference，　the　Qing

government　began　to　investigate　the　central　and　southern　parts　of

Sakhaliii　in　order　to　clarify　the　geographical　relationship　between　Sakhalin

and　Yezo．

In　1727　the　Qing　govemment　sent　Daiju，　who　lived　in　the　lower

reaches　of　the　Amur　dlver　but　happened　to　have　been　in　Peking，　to　the

eastem　coast　of　central　Sakhalin．　ln　1729　it　dispatched　bannermen　such

as　lbgene，　a　Lieutenant　in　llan　hala，　to　the　same　district　in　order　to　clai　ifY

the　relationship　with　Sisa　gurun　Uapan）．　They　collected　and　brought　back

Japanese　armor，　swords，　and　lacquer　ware．　Then　in　1732，　the　Qing　again

dispatched　lbgene　and　others　to　Sakhalin．　They　subordinated　three　clans

of　the　Ainu　people　in　the　central　and　southem　areas　as　well　as　three　clans

of　the　Nivkhi　people　in　the　northern　part　of　the　island，　totaling　146

households　in　all．　As　a　result　of　these　efforts，　the　Qing　advanced　to　the

southern　end　of　the　Sakhalin，　and　obtained　control　of　almost　all　the　island．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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